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海外大学への進学ルート

2026年度入試合格状況

2025年度卒業生（36期生）進路状況

WT(Weekly Test)による学習サイクルと

神大附属の４つの特色

英語・数学での少人数授業（中学１年・中学２年）、

2026年度中学入試結果



スクールミッション・スクールポリシー

スクールミッション
　神奈川大学創立者・米田吉盛先生の教育理念「教育は人をつくるにあり」のもと、建学の精神である「質実剛健」「積極進取」「中正堅実」を体現する人材を育
成します。
　人間形成のなかでもっとも大切ともいえる中学・高校の６年間において、「学び続ける生徒」を育む学校として、教科学習はもとより、先進的な教育あるいは
体験を重視したプログラムなど幅広い学びの機会を用意します。知力と人間力を養い、グローバルな視座から社会で活躍し、社会に貢献できる人間性の土台をつ
くります。
　のびのびとした校風を堅持し、生徒の希望を確かに実現する高い進学実績とともに、信頼感のある地域で一番の中高一貫共学校を目指します。

スクールポリシー

●アドミッションポリシー（入学者受け入れの方針）
・基礎学力とともに、「なぜ」「どうして」と考える姿勢を身につけている。
・学んだ知識や技能を活用して、粘り強く取り組む姿勢を身につけている。
・教科学習はもとより様々な教育プログラムに取り組み、仲間とともに成長しようとする意欲がある。

●カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施に関する方針）
・第１ブロック（中学１年・中学２年）：確かな基礎力を育成するために、幅広い学びの機会を提供するとともに、一部の教科で少人数授業を展開する。
・�第２ブロック（中学３年・高校１年）：自らの可能性を広げるための応用力の育成を図り、幅広い学びの機会を提供するとともに、一部の教科で習熟度別の
授業を展開する。

・�第３ブロック（高校２年・高校３年）：学習の深化と、希望する進路実現のための実践力の育成を図り、進路に応じた選択科目の設定とコース制を展開する。
・６年間を通して、様々な事象や課題に対する視野を広げるとともに、社会との架け橋とするべく、探究活動や校内外での体験重視プログラムを展開する。

●グラデュエーションポリシー（育成を目指す資質・能力に関する指針）
・自らの潜在的な能力や可能性に目覚め、進むべき道を切り拓くことができる。
・変化する社会で生きていくための学び続ける姿勢を身につけている。
・自ら考え、判断し、行動するとともに、他者を尊重し、他者と協働的に取り組む姿勢を身につけている。

「自ら考え、判断し、行動できる人へ」を合言葉に、これらの建学の精神にもとづいた教育活動を展開しています。

建学の精神

KANAGAWA UNIVERSITY JUNIOR AND SENIOR HIGH SCHOOL

神奈川大学附属中・高等学校の教育

飾り気がなく、
真面目でたくましく、自らを律すること。

質実剛健
困難なことに対して

積極的にチャレンジする精神を持つこと。

積極進取
物事の真理•本質を見極め、

主体性をもって新たな価値を創造すること。

中正堅実

教育は人をつくるにあり創立者
米田吉盛先生の教育理念
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神大附属の４つの特色

広大なキャンパスと「のびのび」とした校風
　横浜市立小学校平均の約14倍という、広大で自然豊かなキャンパスです。木々や草花、鳥のさえずりから四季の移ろいを感じながら、学校生活を送ることが
できます。正門から続く銀杏並木、シンボルツリーのくすのき、時計塔が印象的な白い校舎、広々としたグラウンドが生徒たちを出迎えます。キャンパス内には
蛍やたぬきも生息しています。
　本校には「のびのび」として穏やかな生徒が多いですが、「勉強も、部活動も、学校行事もがんばる」を通して、何かを成し遂げようとするチャレンジ精神や
志といった「たくましさ」も備わっていきます。また、本校の生徒は男女の仲が良いとよく言われます。日頃の授業、学校行事、課外活動などを通じて、男女の
関わりと理解が育まれているからです。男性であれ女性であれ誰であれ、お互いを受け容れ、理解し、関わりをつくる。そのような生徒の関係性も、「のびの
び」を支える要素になっています。

１学年220名程度の完全中高一貫共学校
　高校からの入学者がいない、１学年220名程度の完全中高一貫校です。この規模だからこそ、生徒も教員もお互いの顔が見え、理解を深めることができます。
６年間の様々な活動を通じて、生徒たちは「認め合い、学び合い、高め合う」関係を築いていきます。
　「大学受験は団体戦」といわれることがあります。「みんなでそれぞれの目標に向かってがんばろう」という雰囲気の中で、「認め合い、学び合い、高め合う」
関係が個人の力を高めていく、そのような「集団の力」を、６年間を通じて創り出していきます。

大学附属校でありながら、国公立大学をはじめとする多様な進路を支援
　神奈川大学の附属校でありながら、90％以上の生徒が国内の他大学や海外大学へ進学する「進学校」です。学年の60〜70％の生徒が国公立大学、早慶上理、
GMARCHといった大学に進学しています。なお、神奈川大学への推薦の権利を有しながら大学受験にチャレンジすることもできます。また、本校にはイギリ
ス、アメリカ、オーストラリアなどの70以上の「海外大学への進学ルート」（P.14）があり、学習の延長線上に海外大学進学を視野に入れることもできます。
　生徒が希望する進路実現のために、講習（通年・長期休暇中）、卒業生によるティーチングアシスタント、東大生セミナー（高い志を持つためのプログラム）
など、充実した進路サポートがあります。さらに、「放課後自習室学習支援プログラム」（P.9）による、学校完結型・自律型の学習環境も備えています。
　希望する大学に合格することは学校生活における大きな目標です。しかし、本校ではそれのみを目的とせず、「自らの進路・進学に向き合うことを通じて、人
間的な成長を遂げる」ことを目的とした進路指導・進路支援を展開しています。

先進的な教育に挑戦
　Society5.0やVUCAのように未来の社会像が様々に語られています。未来の社会を生きていく子どもたちにとって、「自らの意志で学び続けること」（主体性）
や「多様な他者と協力して何かをすること」（多様性・協働性）が必要な資質であることは間違いありません。ICT教育、グローバル教育、STEAM教育、探究活
動を通じて、生徒は「何を学び、なぜ学ぶのか」を考えるようになり、これからの社会で生きていくための可能性を広げていきます。
　生徒の主体性や協働性を引き出し、「学び続ける生徒」を育てる。本校が先進的な教育に取り組む理由がここにあります。
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神大附属の教育プログラム

中１ 中３ 高２中２ 高１ 高３

中１

学
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中３ 高２中２ 高１ 高３

少人数授業（英・数）

進路学習
（職業やキャリア形成を知る）

習熟度別授業（英・数）

講習
Weekly Test と勉強会（英・数）

福祉体験

横浜・鎌倉探究

講習・基礎講習

探究の時間

特別講習（上位層対象、長期休暇に実施）

英会話

共通テスト対策講座

入試直前特別講座

コース制
◆Ⅰ型：東大、京大、東京科学大、一橋大、旧帝大
◆Ⅱ型：難関国公立大、難関私大（早慶）

一人一台タブレットPC

放課後自習室学習支援プログラム（学校完結型・自律型の学習環境）

探究講習・神奈川大学との高大連携プログラム（ハイブリッドロケット研究、DNA講習、宇宙エレベーター講習など）

キャリアラボ

外部実力テスト（ベネッセ）

体育祭

合唱コンクール

文化祭（くすのき祭）

キャリアラボ

東大生セミナー

各大学説明会（本校主催）

外部模試（Ｚ会、ベネッセ、河合塾、駿台）

海外進学推薦制度

OB・OG懇談会

「大学を知る」ための取り組み（神奈川大学と連携）
中３：神大見学会　高１：学部学科説明会　高２：一日神大生

ドリカムプロジェクト
（医療ゼミ、企業・研究所訪問、模擬国連、ビジネスコンテストなど）

奈良・京都修学旅行

歌舞伎鑑賞教室

沖縄修学旅行

能楽鑑賞教室 ミュージカル鑑賞教室

Breakthrouh English Camp
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ネイティブ教員による英作文講座

EAT（English Achievement Test）

横浜探究

生徒が主役の三者面談（SSS）

海外研修

　本校の三者面談は、成績や課題（できないこと）を生徒・保護者に提示するような場ではありません。三者面談の目的は、「一人ひとりの生徒の成
長を支援・促進すること」にあります。そこで本校が行っているのが、生徒が主役の三者面談（SSS）です。
　面談では、生徒が担任と保護者に対して年度の目標や学んだ内容、努力したこと、今後の課題などをプレゼンテーションします。担任と保護者は生
徒の成長を確認し、質問・助言により生徒の今後の学びを支援します。これらを通じて、生徒が自らの学修の状況、思考や行動を客観的に認識し、よ
り高次な学びへと進んでいく力を育んでいきます。

4
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「学び続ける生徒」を育てるために

ICT教育

ICT教育が目指すもの
　本校ではICTの活用により、学力とともに、社会で求められる資質と「力」の土台を形成します。ICTスキルを身につけることはもちろん、プログラミング、
デジタルデザイン、プレゼンテーションなど創造的な学びを展開し、未来社会をリードする人材へと育てます。これも本校がICT教育で目指していることです。
　ICTを活用することで授業デザインを見直し、主体的で深い学びを展開することを目指しています。それとともに、学習管理システムを活用した自己管理や、
探究活動を通して、生徒の主体性と協働性を引き出していきます。「環境を整備して使い方を習得すれば、生徒は自走する（自らどんどんやる）」ということを、
実感しています。

本校のICT環境と１人１台タブレットPC
　本校では、生徒と教員全員がタブレットPCとクラウドシステムを使って、授業やホームルーム活動等を行っています。コロナ禍や台風、大雪などにおいても、
Zoomなどを使ったオンライン授業、ホームルーム、個人面談などを円滑に行いました。また、全教室にWi-Fiと電子黒板を完備し、WindowsとMacに特化した
２つのコンピュータ教室もあります。
　中学１年の６月から生徒は１人１台タブレットPCを授業、宿題、探究活動、家庭学習、課外活動などに活用しています。Web上の学習支援システムを中心
に、毎日の連絡事項、授業教材の配信、課題の提出、様々な活動の振り返りなどを行います。自らの学習状況や評価にいつでもアクセスし、視覚化できるため、
生徒が自己管理能力や自らを客観的に見る力を高めるのに役立っています。

６年間で身につけるスキルとリテラシー
　技術（中学）や情報（高校）の授業では、タイピングから始まり、Word・Excel・PowerPoint、LEGOセンサーロボット制御、映像編集、さらにはプログラ
ミング言語（Python）でアプリ制作まで行います。2025年度から大学入学共通テストで「情報」が導入されましたが、十分対応できています。
　これらのスキルが各教科の学習、探究活動、学校行事などで活用され、ICTを適切に利用・活用するリテラシーと、情報を適切に理解・分析し表現する情報リ
テラシーを身につけていきます。

グローバル教育

グローバル教育が目指すもの
　本校が目指すグローバル教育は、単に英語力を高めることのみを目標とするのではなく、生徒一人ひとりの「世界を見る目」を養うこと、「世界の中で生きる
力」を育むことを目標としています。そのために、自分と世界との関わりを自覚し、多様な他者との交流を通じて「自分は何者なのか」「どうあるべきか」を考
えることを意図したプログラムを展開しています。それらは時として、カルチャーショックを起こし、それまでの自分を突き崩し、新たな自分を創り出すものと
なります。本校で培ったグローバルなマインドをもって、海外大学への進学をかなえることも目標の１つです。

英語コミュニケーション力を高めるためのプログラム
●Breakthrough English Camp
　�　中学１年〜中学３年を対象とした３日間の「英語漬け」プログラムです。中学１年・中学２年は宿泊、中学３年は通学で行います。出身地が様々なネイティ
ブ講師と英語を楽しく学びつつ、自分のキャリア形成や社会的な課題についてのプレゼンテーションを行います。「Breakthrough」の名の通り、自分の殻を
破り、それまでの自分を超えるためのプログラムです。

●英会話授業
　�　中学１年〜高校１年まで週１回、少人数で実施しています。英語圏出身のネイティブ教員とのコミュニケーション活動を展開します。高校１年ではオンライ
ン英会話授業もあります。
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海外研修
中学１年〜高校２年の希望者を対象に、４つのタイプの海外研修を実施しています。

訪問先 学　年 期　間 内　　　容

入門型 ニュージーランド 中学１年、中学２年 ８日間 現地家庭にホームステイし、現地校で英語レッスンを受けたり、学校生活を体
験したりするほか、ニュージーランドの多様性に触れるプログラムです。

語学型 セブ島 中学３年～高校２年 15日間 フィリピンのセブ島で「英語漬け」になり、英語コミュニケーション力を集中
的に高めることを目的としたプログラムです。

文化交流型 イギリス 中学３年～高校２年 13日間 イギリスのコッツウォルズ地方でのホームステイや、現地の学校施設を利用し
た語学・体験プログラムを通じて、交流や文化体験をするプログラムです。

社会探究型 マレーシア 中学３年～高校２年 ８日間
地域的・社会的な課題に対して、現地での実習や起業家を含めた様々な人々と
の交流を通して、解決の方法を考え、実際に行動することを中心としたプログ
ラムです。

海外留学制度
所定の条件を満たした上で、最大１年間の長期留学と、最大５か月間のターム留学をすることができます。

STEAM教育　Science（科学）、Technology（技術）、Engineering（工学）、Art（芸術）、Mathematics（数学）

探究の時間
　中学３年では、様々なワークショップに参加しながら、自然科学、人文科学、社会科学、学際的領域といった学問分野の存在を知り、自らの興味・関心を探っ
ていきます。また、講演会を通じて「社会」や「働くこと」についても考えていきます。これまで、脱炭素社会に向けたエネルギー、海洋酸性化、いのちの授
業＊、生成AIなどの講演会を実施しました。こうした活動を通じて、自らの進路やキャリア形成について前向きに捉え、リサーチクエスチョン（自らが解明した
い課題）を設定することを目標とします。
　高校１年では、個人で探究活動に取り組みます。リサーチクエスチョンに関わる先行研究の整理、調査・実験などによるデータ収集を通じて、分析・考察し、
中間発表を経て、論文を執筆します。生徒はICTを活用しながら、データの収集やアンケート調査、関係者へのヒアリングなどを行います。ヒアリングの対象は
海外に及ぶこともありますが、それもすべて生徒が自分たちでアポイントを取ります。「自分たちで、どんどん進めていく」活動です。
　「探究の時間」を通じて、生徒は主体性と協働性に磨きをかけていきます。また、お互いの探究の内容を共有することが刺激となり、生徒が成長する機会にも
なっています。さらに、「何を学び、なぜ学ぶのか」を考える契機となり、生徒が自らの進路につなげていくことが期待されます。

リサーチクエスチョンの例（2025年度）
・AIを組み込んだゲーム制作〜細かい動作をどこまで制御出来るか〜
・再生医療を中心とした肝臓がんの治療と研究
・髪の毛が海を救う!?　髪の毛による油吸着の実験！
・成果を生み出す総合的な学習の時間の運営と改善

　＊新生児医療の最前線に立つ医師による講演会。新生児集中治療管理室の現実や、そこに関わる人々を知り、「いのち」について考える機会となります。

探究講習
　ハイブリッドロケット研究、宇宙エレベーター、バイオテクノロジー、プログラミング、模擬国連などの講習があります。外部のコンクールに出場し、実績を
出す生徒も年々増えています。

神奈川大学との高大連携プログラム
　神奈川大学の研究室の指導のもと、希望者を対象としてハイブリッドロケット研究やDNA講習を実施しています。これらは、アカデミックな雰囲気を肌で感
じたり、自分の関心のあることにとことん取り組んだりする機会となっています。このような活動ができるのは大学附属校のメリットといえます。

主な成果（2023年度〜2025年度）
＊「国際情報オリンピック」銀メダル２年連続獲得
＊「宇宙エレベーターロボット競技会全国大会」ポスター部門第２位
＊「高校生国際シンポジウム」優秀賞
＊「湘南アイパーク学生研究発表会〜集まれ未来の研究者！」奨励賞
＊「全日本高校模擬国連大会」本選出場

＊「全国中高教育模擬国連大会（AJEMUN）」で最優秀初心者賞
＊「グローバルユース国連大使」神奈川県代表選出
＊ヨコハマゼロワンの運営
＊ジェンダーレス水着を学校に提案、採用
＊防災カードを学校に提案、採用
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体験を重視した校内外でのプログラム

ドリカムプロジェクト（中学３年～高校２年）
　生徒の学びや生き方の可能性を広げるために、授業以外に希望者を対象としたプロジェクトを用意しています。「なりたい自分に出会う」、「なりたい自分にな
る」ためのプロジェクトです。

●進路・キャリア系プロジェクト（2025年度）

職場見学、研究所訪問

相模原病院 花王 Google サイバーエージェント

ツバメインダストリ TBS 博報堂DYホールディングス バンダイナムコ

ファンケル研究所 FUJIFILM 海洋研究開発機構（JAMSTEC） 横浜地方裁判所

横浜市資源循環局適正処理計画部旭工場 鎌倉市役所

大学見学

横浜国立大学 横浜薬科大学 神奈川歯科大学

本校実施のワークショップ

アントレプレナーシップ
　中小機構 創業・ベンチャー支援部

金融教育
　三井住友銀行

国際貢献
　外務省

生成AIの活用
　アクセンチュア（中２、中３）

●神奈川大学との高大連携プロジェクト
　�　１日授業体験、法的交渉プログラム、図書館での司書業務、スポーツセンターの仕事体験

●その他
　�　模擬国連、ビジネスコンテスト、学校広報フライヤー制作

学年ごとの校外プログラム
●中学１年 横浜・鎌倉探究
　�　中学１年では、班別に自分たちで決めたテーマに沿った計画を立て、現
地調査を行います。班での計画・行動・調査を通じて、「探究、楽しい！」
という感覚を養います。

●中学２年 横浜探究
　�　中学２年では、市内各区で地域の課題について関係者にヒアリングを行
います。地域の課題について理解し、その解決を模索する中で、社会や地
域に関する問題意識を育みます。調査した成果はポスターにまとめて、学
内で発表します。

●中学３年 奈良・京都修学旅行
　�　生徒たち自身がそれぞれの関心によって計画を立てて自主行動をする
「自分たちでつくる修学旅行」です。実際に行って、見て、「文化財の素晴
らしさ」を実感する４日間です。

●高校２年 沖縄修学旅行
　�　中学３年の奈良・京都と同様、歴史、社会、文化、自然などそれぞれの
関心によって計画を立て、自主行動をします。「沖縄で学び、沖縄から学
ぶ」、味わい深い旅となります。

学年ごとの校内プログラム
●中学１年〜高校３年　金融教育
　　中１　人生でやりたい３つのこと
　　中２　前半：銀行について学ぼう　後半：キャッシュレス
　　中３　前半：株・為替と金融商品　後半：金融トラブル
　　高１　ローン クレジット
　　高２　ライフプラン 将来に備えるお金
　　高３　金融リテラシー検定

●中学１年〜高校３年　性に関する講演会
●中学２年　福祉体験
●中学３年　いのちの授業
●高校２年　地域清掃

鑑賞教室
日本の文化や芸術に触れる活動として、鑑賞教室を実施しています。
●中学３年 歌舞伎鑑賞教室
●高校１年 能楽鑑賞教室
●高校２年 ミュージカル鑑賞教室
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カリキュラムの特徴

・６年間を通して、国公立大学進学を見据えたカリキュラムを編成しています。

・中学段階では、英語、数学、国語の時間数を増やしながらも、実技教科も含めてバランスよく学びます。

・中学３年・高校１年の「探究の時間」では、自分で「問い」を立て、研究方法を学びながら、主体性や協働性を磨きます。「探究の時間」を通じて「何を学
び、なぜ学ぶのか」に向き合うことで、自らの進路につなげていきます。

・高校では、大学受験を見据えて２年から文系・理系に分かれた授業を展開します。３年では英語や体育など全員共通の科目に加えて、進路に応じた様々な選択
科目を学びます。また、高校２年以上においてⅠ型・Ⅱ型のコース制を導入しています。Ⅰ型は東大、東京科学大、一橋大、旧帝大を目指すコース、Ⅱ型は難
関国公立大、難関私大（早慶）を目指すコースです。

 WT（Weekly Test）による学習サイクルと学習習慣の確立
（中学１年・中学２年：英語・数学）

・毎週土曜日１時限に英語と数学のWT（Weekly Test）を実施しています。WTとはその週に
学習した基礎的内容が理解できているかを確認するためのテストで、その結果が不十分と判断
された場合は、放課後に指名による「勉強会」（補習）に参加し、学び直しを行います。

・生徒は、WTに取り組む中で「授業→復習・宿題・WTの準備 →不十分ならば勉強会 →授業→
…」という学習サイクルと学習習慣を確立していきます。

 英語・数学での少人数授業（中学１年・中学２年）、
習熟度別授業（中学３年・高校１年）

・中学１年・中学２年の英語と数学の授業では、少人数授業を展
開しています。生徒一人ひとりの理解度やつまずきを把握し、
手厚いサポートをしています。

・大学受験に直結した高校の内容を学習する中学３年・高校１年
では、上位クラスと標準クラスによる習熟度別授業を展開しま
す。これにより、全体の底上げとともに、上位層の伸長を図り
ます。学期ごとにクラスの入れ替えがあります。

実践的な英語の授業・学習について

・近年、多くの大学が一般入試において英語外部検定を活用しており、今後もその活用が拡大していくことが予想されます。英語４技能（読む・聞く・書く・話
す）の伸長に中学１年から取り組みます。

・中学１年〜高校１年では週に１回、英語圏出身のネイティブ教員が担当する「英会話」の授業を行っています。この授業では生徒の英語コミュニケーションの
機会が増えるよう、クラスを分割して少人数授業を展開しています。

・高校１年では「英会話」の授業に加えて、マンツーマンの「オンライン英会話」の授業も行っています。

KANAGAWA UNIVERSITY JUNIOR AND SENIOR HIGH SCHOOL

６年間の学習

復習・宿題・
WT準備

授業

WTで確認
（英・数）

勉強会

［中学１年］
［中学２年］
手厚く丁寧に
サポート

［中学３年］
［高校１年］

上位クラスと標準クラス
全体の底上げと
上位層の伸長

［高校２年］
［高校３年］

Ⅰ型：東大、東京科学大
　　一橋大、旧帝大

　Ⅱ型：難関国公立大　　　
　　　難関私大（早慶）　

コース制習熟度別授業（英語・数学）少人数授業（英語・数学）
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放課後自習室学習支援プログラム

・本校ではこれまでも生徒や保護者に「塾に行かなくても大丈夫です」と伝えてき
ましたが、高校２年頃から一定数の生徒が通塾するという現実がありました。その
理由の多くが「最寄りの駅・沿線での自習スペースの確保」であったため、これま
での自習室の運用を大幅に見直し、放課後自習室学習支援プログラムを始めること
としました。

・このプログラムの目的は、学校完結型・自律型の学習環境をつくり、生徒の学校
生活・学習を支援することにあります。放課後、４号館という校舎の全ての教室を
自習室とし、中学１年〜高校３年まで利用することができます。必要に応じて本校
卒業生の大学生・大学院生であるティーチングアシスタントのサポートを受けるこ
ともできます。

・中学１年・中学２年は19：00まで、中学３年・高校１年は20：00まで、高校２
年・高校３年は21：00まで利用することができます。これにより、中学生は「部
活動の後に復習・宿題などの学習を学校で完結させる」ことができ、高校生は部活
動と両立しながら、「自らの進路実現に向けて、学校でとことん取り組む」ことが
できる環境が整いました。

・自習の前には購買部や自動販売機で購入した軽食をとることもできます。

勉強会（補習）・講習

・中学１年・中学２年の英語と数学ではWTによる毎週の勉強会とともに、長期休暇中にも指名制の補習を行い、学習内容の理解と定着を支援しています。中学
３年・高校１年でも、必要に応じて補習的な内容の基礎講習を実施し、同様の支援を行っています。

・中学３年からは、通年講習（放課後）や長期休暇中の講習が希望制で開講されます。通常の授業では扱わないより高いレベルの内容や、大学入試に直結する内
容に取り組みます。通年講習は約20講座、夏期講習は約50講座開講されます。なお、長期休暇中に補習講習期間を設定し、補習講習は午前に、部活動等は午
後に行っています。

・中学２年〜高校１年では、長期休暇を利用して成績上位層（希望者）を対象とした特別講習を実施しています。

・講習は、中学３年・高校１年では英語と数学が中心ですが、高校２年以降では、大学受験を見据えたさまざまな講座、例えば「英文読解演習（国公立）（早
慶）」「数学Ⅲ入試問題演習」「国公立２次対策現代文」「分子生物学実験」「共通テスト対策の地理」などが設けられています。

学校完結型・自律型の学習環境

◆ひとつの校舎を、放課後まるごと自習室に

◆自習のほかに、ティーチングアシスタントによるサポ
ートも

◆利用は全学年
　・中学１年・中学２年は19：00まで
　・中学３年・高校１年は20：00まで
　・高校２年・高校３年は21：00まで
　・安全のため定刻ごとに集団下校します

中学生
部活動後に復習・宿題などの学習を学校で完結させる

高校生
部活動と両立しながら、自らの進路実現に向けて、学
校でとことん取り組む

放課後自習室学習支援プログラム

神 大 附 属 の 学 習 環 境

［中学１年・中学２年］

少人数授業（英語・数学）

Weekly Test（英語・数学）

勉強会（英語・数学）

［中学３年・高校１年］

習熟度別授業
（英語・数学）

講習・基礎講習

［高校２年・高校３年］

コース制
Ⅰ型：東大、東京科学大、一橋大、旧帝大

　Ⅱ型：難関国公立大、難関私大（早慶）　　

講習
特別講習（上位層対象、長期休暇中に実施）

英会話

海外進学推薦制度

手帳の活用（PDCAサイクルで自分の行動を最適化）

１人１台タブレットPC（効率的かつ主体的・協働的で深い学びを実現）

放課後自習室学習支援プログラム（学校完結型・自律型の学習環境）
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教育課程表
●中学校

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37
※WT：確認テスト Weekly Test

　

１年

国語（５）

数学（６）

英語（５）

社会（４）

理科（４）

音楽（1.5）
美術（1.5）

保健体育（３）

技術・家庭（２）

WT（１）

道徳（１）

学級活動（１）

総合学習
（英会話を含む）

　

３年

国語（６）

数学（６）

英語（６）

社会（４）

理科（４）

音楽（１）

美術（１）

保健体育（３）

技術・家庭（１）

道徳（１）

学級活動（１）

英会話（総合）（１）

探究の時間（１）

　

２年

国語（６）

数学（６）

英語（５）

社会（４）

理科（４）

音楽（１）

美術（１）

保健体育（３）

技術・家庭（２）

WT（１）

道徳（１）

学級活動（１）

総合学習
（英会話を含む）

　

１年

現代の国語（３）

言語文化（３）

歴史総合（２）

公共（２）

数学Ⅰ（４）

数学Ａ（２）

情報Ⅰ（２）

科学と
人間生活（２）

化学基礎（２）

体育（２）

保健（１）

音楽Ⅰ／美術Ⅰ／
工芸Ⅰ（２）

英語
コミュニケーション

Ⅰ（４）

論理・表現Ⅰ（２）

英会話（総合）（１）

探究の時間（１）

LHR（１）

　
２年

文系 理系

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

文
理
共
通

論理国語（３）

数学Ⅱ
文（４）

数学Ⅱ
理（４）

体育（２）

保健（１）

英語
コミュニケーション

Ⅱ（５）

論理・表現Ⅱ
（２）

家庭基礎（２）

LHR（１）
探究〈進路学習〉

（１）〈集中運用〉
国際〈国際理解〉

（１）〈集中運用〉

数学Ｂ
（２）

地理
総合

（３）

古典
探究

（４）

日
本
史
探
究

（5）

世
界
史
探
究

（5）

地学
基礎

（２）

数学Ｂ
（３）

地理
総合

（２）

化学
（４）

物
理

（3）

生
物

（3）

物
理
基
礎

（2）

生
物
基
礎

（2）

古典
研究Ⅰ
（２）

　
３年

文系 理系

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

自
由
選
択

共
通

英語
コミュニケーション

Ⅲ（４）

論理・表現Ⅲ
（２）

体育（３）

LHR（１）

文学
国語

（４）

古典
探究

（４）

数学Ｃ
（２）

日
本
史
特
講

（4）

世
界
史
特
講

（4）

地
理
探
究

（2）

倫
理

（2）

数
学
研
究
α

（4）

数
学
研
究
β

（2）

現
代
文
研
究

古
典
研
究
Ⅱ

（2）

公
共
特
講

（2）

数
学
特
講
理

（2）

理
科
基
礎

特
講
文

（2）

体
育
特
講

（2）

数学Ⅲ
（５）

数学Ｃ
（３）

化学
特講Ⅰ
（２）

物
理
特
講

（4）

生
物
特
講

（4）

地
理
探
究

（2）

倫
理

（2）

現代文
研究

（２）

古典研究
Ⅱ

（２）
英
語
研
究

（2）

化
学
特
講
Ⅱ

（2）

芸
術
特
講

（2）

地
歴
研
究

地
／
世
／
日

（2）

●高等学校

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38
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各教科６年間の歩み

成 長 期
基 礎 力 の 完 成

中学１年 中学２年

国
語

数
学

英
語

社
会

理
科

芸
術

芸
術

● リ コ ー ダ ー 演 奏、発 声
法、楽典など基礎的な音
楽知識の習得を図る

●リコーダー、ボディーパーカッ
ション、混声三部合唱などを通
して演奏技術の向上を図る

美
術

●絵画・彫刻の基礎的な知
識、表現や技術を学習す
る

●寄木細工や平面構成を通してデ
ザイン分野の理解を深める

保
健
体
育

●体つくり運動・水泳（クロー
ル）・マット運動・ダンス・持
久走・バスケットボールの実技
と保健を学習する

●体つくり運動・鉄棒・水泳（平
泳 ぎ）・バ レ ー ボ ー ル・持 久
走・フットサル・剣道の実技と
保健を学習する

技
術
家
庭

●技術分野では製図法を学び、ラ
ジオを製作する

●家庭分野では調理の基礎と被服
の基礎を学習する

●技術分野では木材を使った本棚
を製作する

●家庭分野では調理実習と被服実
習でミシンの基礎技能を学ぶ

情
報

●１人１台タブレットを購入し、
授業や宿題で活用する

●生徒用アカウントでログイン
し、学校や家庭のコンピュータ
ネットワークについて学習する

●情報モラルを身につけ、インタ
ーネットやSNSを正しく活用
する能力を育む

●Microsoft 365、ロイロノート
を活用し、ICTリテラシーを身
につける

●プログラミング教育の実施
●タッチタイピングの習得

総
合
的
な

学
習
（
探
究
）

●探究活動
●国際理解：英会話・
　Breakthrough English Camp

●探究活動
●国際理解：英会話・
　Breakthrough English Camp

●現代文：小説・評論・詩歌で読解力を培い、報告や意見•感想の文
章化で表現力を養う

●古文：有名古典冒頭の暗誦、説話などの読解を通して古文に慣れ親
しむ

●漢文：漢文訓読の基礎を学び、故事成語を読んで漢文に親しむ
●漢字検定３級の取得をめざす
●探究学習：シンキングツール等を活用し、課題の設定や情報収集の

基本的なスキルを身に付ける

●数学の学習に必要な基礎学力の定着を図る
●中学３年間の学習内容を終える

●音読を中心に英語特有の文の構成に慣れ、４技能の基礎力を養う
●英単語コンテストを通して、最終的に高校入試レベルの語彙数まで

増やす
●ｅラーニングでは自ら定めた目標に対し、学習計画を立案し、オン

ラインプログラムを活用しながら自己の英語運用能力の伸長を図る

●高校の学習内容を一部取り入れながら、地理的分野と歴史的分野を
並行して２年間学習する

●解説文や統計・地図・絵画・史料など各種資料を読み取る力を育成
し、社会科学習の基礎的な理解を深める

●１分野（物理・化学）と２分野（生物・地学）を並行して学び、中
学３年間の学習内容を終える

●実験や観察を通して、理科の基本的な「学び方」を体験的に身につ
ける

発 展 期
応 用 力 の 育 成

中学３年 高校１年

●公民的分野（政治や経済のしく
みなど）について、高校の学習
内容も取り入れながら学習する

●中学での学習を土台にして歴史
総合と公共を学習し、高校にお
ける地理歴史・公民学習の基礎
を形成する

芸
術

●混声四部合唱等を通し
て、音楽的表現力の向上
を図る

●美術・工芸・音楽の３つの領域
に分かれて履修し、それぞれの
専門分野に対して理解をより深
めていく

美
術

●篆刻や名画の模写の制作
を通して、色・形などに
対する表現力を高める

●体つくり運動・硬式テニス・水
泳（背泳ぎ）・陸上（走跳投）・
持久走・ソフトボール・剣道の
実技と保健を学習する

●体つくり運動・バレーボール・
サッカー・水泳（バタフライ）・
持久走・マット運動の実技と保
健を学習する

●レゴスパイクプライムで宇宙エ
レベーターロボットを製作し、
プログラミングする

●画像処理、音声編集、プレゼン
テーションデータなどデジタル
コンテンツの制作

●インターネットのしくみやセキ
ュリティーなど情報学の知識や
スキルの習得

●AI開発を通じたデータ分析ス
キルの習得

●Adobe Creative Cloudを使っ
た情報デザイン

●ムービーの制作、DTMで作曲、
Python、JavaScript で プ ロ グ
ラミング

●探究の時間
●国際理解：英会話・
　Breakthrough English Camp

●探究の時間
●国際理解：英会話

●現代文：小説・評論・詩歌で読解力を高め、調査報告を通して言語
表現の充実を図る

●古文：徒然草•今昔物語集•奥の細道•和歌などを読解し、文語文法
を理解する

●漢文：様々な作品の読解を通して、漢文の構造・句法を理解する
●漢字検定２級の取得をめざす
●探究学習：自分に必要な情報を探し、集めた情報を整理・分析する

●高校数学の基礎の定着と応用力の育成を図る
●中学３年から高校の内容（数学Ⅰ・数学Ａ・数学Ⅱ・数学Ｂ）を学

習する

●複雑な構文の文章に慣れるとともに、パラグラフの展開を意識した
読解力をつける

●オンライン英会話を通じ、英語での発話に慣れる
●ｅラーニングでは自ら定めた目標に対し、学習計画を立案し、オン

ラインプログラムを活用しながら自己の英語運用能力の伸長を図る

●中学３年から高校の内容（物理・化学・生物）を学習する
●実験や観察により科学的思考力を高め、大学受験に対応する基礎力

を固める
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各教科６年間の歩み

飛 躍 期
進 路 に 応 じ た 実 践 力 の 育 成

高校２年 高校３年

●文・理に分かれて全員が数学を
学習する

●進路に応じて必要な科目を選択
履修する

　文系：数学Ⅱ・数学Ｂ・数学Ｃ
（ベクトル）を終了後、大学入

試に向けての演習を行う
　理系：数学Ⅱ・数学Ｂ・数学

Ⅲ・数学Ｃを学習する

●進路に応じて必要な科目を選択
履修する

　数学的思考力や表現力を高め、
大学入試に適応できる力を身に
つける

●全員が地理総合を学習する
●文系は、自身の学習や進路に応

じて、世界史探究、日本史探究
から１科目履修する

●自身の学習や進路に応じて、地
理、世界史、日本史、公共、倫
理の中から選択履修する

●大学入試に対応できる力を養成
する

●生涯学習という観点から授業展
開を行い、同時に「将来への実
現」という観点からも、より高
度で専門的な授業展開を図る

●大学受験に沿って個別指導によ
る授業展開を実施する

●体つくり運動・バスケットボー
ル・水泳（個人メドレー）・硬
式テニス・持久走・陸上（投て
き種目）の実技と保健を学習す
る

●各クラスにおいて、授業を通じ
て５年間実施してきたスポーツ
種目等から実施種目を選択し、
生涯スポーツについて考察し、
共生社会の実現に向けた男女共
習の実技を行う

●衣・食・住・消費生活分野で、
持続可能な社会をつくるため
に、身近な生活問題と社会的な
課題を学ぶ

●大学入学共通テスト対策の演習

●進路理解

●現代文：小説・評論・詩歌などで読解力の充実を図る
●古典：様々な作品（古文：枕草子・源氏物語・大鏡、日記・評論な

ど／漢文：史記など）の読解を通して実力を養い、文法・単語・文
学史・句法についての総まとめを行う

●大学入試に向けた問題演習を通して総合的な実力を養う

●精読を通して文構造を理解し、速読を通して全体の流れを追う力を
養う

●英作文の授業の中で自己表現力を身につける
●英語研究では長文読解の問題演習を行い、スピーディかつ論理的に

読み問題を解く力を伸ばす

●進路の希望に応じて、物理・化学・生物•地学の中から選択履修す
る

●大学入試に対応できる力を養成する

数学・英語の主な使用教材

数　

学

中１

新課程　体系数学１　代数編 数研出版

新課程　体系数学１　幾何編 数研出版

体系問題集　数学１　代数編　発展 数研出版

体系問題集　数学１　幾何編　発展 数研出版

中２

新課程　体系数学２　代数編 数研出版

新課程　体系数学２　幾何編 数研出版

体系問題集　数学２　代数編　発展 数研出版

体系問題集　数学２　幾何編　発展 数研出版

中３

数学Ⅰ 数研出版

数学Ａ 数研出版

新課程　教科書傍用　４STEP　数学Ⅰ＋Ａ 数研出版

高１

数学Ⅱ 数研出版

数学Ｂ 数研出版

新課程　教科書傍用　４STEP　数学Ⅱ＋Ｂ 数研出版

高２

数学Ⅲ 数研出版

数学Ｃ 数研出版

新課程　教科書傍用　４STEP　数学Ⅲ＋Ｃ 数研出版

新課程　教科書傍用　４STEP　数学Ｃ（ベクトル） 数研出版

フォーカスゴールド5th Edition　数学Ⅱ＋Ｂ＋Ｃ（ベクトル） 啓林館

高３

新課程　オリジナル・スタンダード数学演習Ⅲ・
Ｃ〔複素数平面、式と曲線〕 受験編 数研出版

攻略！共通テスト Pick Up 数学Ｉ＋Ａ，Ⅱ＋Ｂ＋Ｃ 東京書籍

新課程　スタンダード数学演習　Ｉ・II・Ａ・Ｂ・Ｃ〔ベク
トル〕 受験編 数研出版

2025共通テスト直前対策問題集３　数学Ｉ・数学Ａ 河合出版

2025共通テスト直前対策問題集４　数学Ⅱ・数学Ｂ・数学Ｃ 河合出版

英　

語

中１

NEW TREASURE ENGLISH SERIES Stage１ Ｚ会出版

NEW TREASURE ENGLISH SERIES Stage１　文法問題集 Ｚ会出版

Active Phonics 正進社

聞きトレ64 １年 浜島書店

中２

NEW TREASURE ENGLISH SERIES Stage２ Ｚ会出版

NEW TREASURE ENGLISH SERIES Stage２　文法問題集 Ｚ会出版

聞きトレ64 ２年 浜島書店

英単語ターゲット1400 旺文社

中３

NEW TREASURE ENGLISH SERIES Stage３ Ｚ会出版

NEW TREASURE ENGLISH SERIES Stage３　文法問題集 Ｚ会出版

LISTENING TRIAL Stage1.5 文英堂

高１

Vintage　英文法・語法 いいずな書店

夢をかなえるリスニング　ユメリス０、１ アルク

高校リード問題集　英文法Ｂ 教育開発出版

英単語ターゲット1900 旺文社

オンライン英会話 産経

高２

Cutting Edge Blue エミル出版

共通テストリスニング分野別10分 エミル出版

FOCUS 和訳編 Ｚ会出版

Academic Writing Strategies 金星堂

高３

SWITCH ５ 文英堂

パワーマックス共通テスト対応模試 英語リスニング×８ Ｚ会

パワーマックス共通テスト対応模試 英語リーディング×８ Ｚ会

Cutting Edge Black エミル出版

THE LEVELS３ 旺文社

FOCUS　超長文編 Ｚ会出版
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進路指導の考え方

中学１年から始まるキャリアデザイン
　中高一貫のメリットを最大限に活かし、６年間を通して段階的・総合的な進路指導を実践しています。生徒一人ひとりが目的意識を持って、自らの進むべき道
を模索し、切り拓いていけるよう、単なる受験や進学を超えた進路指導を心がけています。
　中学段階では卒業生による講演会などを通じて、様々な職業を知り、キャリア形成について考える機会をつくります。将来の夢を「仕事」やキャリアという、
より具体的な形に置き換えていきます。中学３年・高校１年では大学見学などを通じて、その実現に必要な進路（大学の学部・学科）を考え、高校２年・高校３
年では目指す進路に向けた実践的な学習指導とフォローアップを行っていきます。
　生徒一人ひとりが自らのキャリア形成を意識しながら、「なりたい自分」を見つけ、それに向けて進めるよう導く。本校の進路指導の本質はここにあります。

すべての学習機会を「自己実現」の糧に
　本校が生徒たちに求めているのは「偏差値の高い大学に入ること」ではなく、「自らが進むべき道を模索し、決断し、切り拓くこと」です。もちろん、高校３
年の最終段階においては志望校合格へ向けて徹底した学力アップをめざしますが、それもあくまで中学１年から積み上げたビジョンとモチベーションがあるから
こそ意味を持つものです。
　教科学習のみならず、探究活動をはじめとする様々な校内外でのプログラムも生徒の興味を掻き立て、「何を学び、なぜ学ぶのか」を考える契機となります。
また、生徒が主体的に運営する様々な学校行事や部活動も、将来のビジョンを創り上げるためには欠かせない要素といえます。本校の進路指導は６年間の一貫し
たプログラムであると同時に、学校生活におけるすべての学習機会が相互に結びつく、きわめて総合的な視点のもとで進められています。

生徒の目標を支援するための取り組み

神奈川大学と連携した「大学を知る」ための取り組み
・神奈川大学見学会（高校１年）
　　神奈川大学の研究施設や研修活動、大学生が利用する生活関連施設などを見学することによって、「大学」という高等教育機関についての関心を持ち、自ら

の進路を積極的に考える契機とします。
・学部学科説明会（高校１年）
　　神奈川大学の教員による学問分野についてのガイダンスです。神奈川大学への推薦を前提としたものではなく、高校１年の段階で、第一線の研究者から学問

分野のレクチャーを受け、「大学で学びたいこと」を考えるきっかけとしています。

東大生セミナー
・高校生の希望者を対象とした、東京大学をはじめとする難関大学への「志を高く持つ」ことを目的としたセミナーです。東京大学在学中に人材育成や学習支援

の分野で起業した本校卒業生と提携して実施しています。
・「東大ではこんなことができる、こんな人たちと関わることができる」といったことを、教員とは別の角度から生徒に伝えてもらっています。

大学説明会・見学会
・首都圏国公立大学や難関私立大学の関係者に来校していただき、本校の生徒を対象に説明会を開催しています。大学関係者から直接大学のアドミッションポリ

シーを聞くことで、生徒の心に灯がともります。
・2025年度は「校内合同大学説明会」を開催し、全国の16大学に来校していただきました。
　〔国公立大学〕　国際教養大学、東北大学、電気通信大学、東京農工大学、東京外国語大学、横浜国立大学、横浜市立大学、名古屋大学
　〔私立大学〕　　神奈川大学、国際基督教大学、昭和医科大学、上智大学、千葉工業大学、東京理科大学、横浜薬科大学、立命館アジア太平洋大学
・個別大学説明会として、横浜国立大学、東京都立大学、早稲田大学の説明会を実施していただきました。
・高校１年と高校２年では芸術鑑賞教室にあわせて、半日、東京都内のいくつかの大学見学会を行っています。２年後、３年後にそのキャンパスを歩く自分の姿

をイメージすることで、生徒のモチベーションが高まります。

OBOG懇談会
・高校１年と高校２年の年度末に、大学生活、受験勉強の経験、現役生へのアドバイスなどに関する講演会を行っています。モデルとなる先輩からの話は、生徒

に多大な刺激を与えます。年度末に行うことで、新たな学年に向けた意欲を喚起します。

KANAGAWA UNIVERSITY JUNIOR AND SENIOR HIGH SCHOOL

神大附属の進路指導（キャリア教育・進路支援）
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キャリアラボ（中学１年・中学３年）
・実社会で活躍する卒業生（主に20代・30代）による職業やキャリア形成に関する講演会です。中学３年では様々な職業やキャリアを持つ卒業生による、少人

数の講演会として行っています。神大附属で６年間を過ごした社会人からの話は、リアリティをもって生徒の心に響いていきます。
・卒業から10〜20年ほど経過した卒業生が、後輩へ温かい眼差しを向けながら協力してくれており、「卒業生は学校の財産」であると感じることのできる行事で

す。

進路講演会・座談会
・高校では、学年単位で不定期に進路講演会が開催されています。また、特定の大学や、医療系など特定の学部学科に関する様々な進路座談会も開催されていま

す。いずれも、現役大学生・大学院生の卒業生が「後輩のために」と話をしてくれたり、相談に乗ってくれたりします。

海外大学への進学ルート

海外協定大学推薦制度（UPAA）
・イギリス、アメリカ、カナダ、オーストラリアなどの９ヵ国60校以上の協定大学に推薦で進学することができます。いずれの大学も世界大学ランキングの上

位校です。
・本校で導入している英語のｅラーニングシステムで学習を進め、身につけた英語力と高校３年間の成績等により、共通の願書を用いて専願または併願で６大学

まで出願することができます。この制度によって、学校での学習の延長線上に海外大学進学を目指すことが可能となります。
・国内の大学受験と併用することもでき、受験勉強を妨げることなく、多様な進路選択が可能となります。過去３年間で計20名が合格を果たしました。

UNSW Foundation Studies Program
・海外大学進学の基礎を“京都”で学ぶ大学附属ファウンデーションコース。オーストラリアの名門大学で構成されるGroup of Eightのひとつであるニューサウ

スウェールズ大学（UNSW）が提供しています。ファウンデーションコース修了後はUNSWを含むGroup of Eightの各大学に進学します。
・国内の大学受験と併用することもでき、受験勉強を妨げることなく、多様な進路選択が可能となります。

マレーシア大学指定校推薦制度
・マレーシアの名門大学から直接指定校推薦の依頼をいただいています。評定平均（GPA）と英語力（IELTS）のスコアが推薦要件となります。
　2026年度は次の10大学です。
　　モナッシュ大学マレーシア校、ノッティンガム大学マレーシア校、ウーロンゴン大学マレーシア校、スウィンバーン工科大学マレーシア校、カーティン大

学、サンウェイ大学、テイラーズ大学、アジアパシフィック大学、INTI国際大学、ヘルプ大学

神奈川大学への推薦制度

・神奈川大学への推薦入試は11月と２月に行われます。11月推薦入試の専願による進学者は、年間授業料30％相当が給付される米田吉盛（神奈川大学創立者）
教育奨学金の採用候補者になることができます。

・2025年度は79名の推薦枠があり、19名（うち専願１名）の生徒が推薦で神奈川大学へ進学しました。

学校推薦型選抜（指定校推薦）

・毎年、神奈川大学以外の大学からも指定校推薦の依頼をいただいています。2026年度入試で指定校推薦枠をいただいた主な大学・学部は次の通りです。なお、
2026年度入試で指定校推薦を利用して進学した生徒は12名でした。

　横浜市立大学（医学部看護）、東京都立大学（法）、早稲田大学（文化構想・創造理工・基幹理工・先進理工）、北里大学（薬）、東京理科大学（Ａ類理学部第一
部・Ａ類先進工・Ｂ類理学部第一部・Ｂ類創域理工学部工学系）、明治大学（政治経済・情報コミュニケーション・理工）、青山学院大学（理工）、中央大学

（法・経済・総合政策・商・理工）、立教大学（現代心理）、法政大学（社会・グローバル教養）、学習院大学（経済・文・理）、国際基督教大学（教養）、同志社
大学（商）、昭和薬科大学（薬）、東京薬科大学（薬・生命科）、明治薬科大学（薬）

大学合格・現役生の進路状況

・例年、多くの生徒が国公立大学を志望し、2026年度入試での国公立大学（大学校含む）合格者は46名（現役41名）でした。そのうち、学校推薦型選抜・総合
型選抜によって合格したのは３名（東京科学、横浜国立、高知・医）でした。

・2026年度入試では、国公立大学、早慶上理、GMARCHといった大学群への進学者は117名で、卒業生の56.2％をしめています。
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2026年度入試 合格状況

大学区分
2026年度 2025年度 2024年度

合格 現役 合格 現役 合格 現役
国公立大学 46 41 66 61 58 52
大学校 １ １ １ １
私立大学 750 705 842 785 886 840
その他（海外大学等） ４ ３ ７ ７ ６ ６

合　計 800 749 916 854 951 899

海外大学
2026年度 2025年度 2024年度

合格 現役 合格 現役 合格 現役
Queen’s University Belfast １ １
The University of Manchester ２ ２ １ １
University of Birmingham １ １
Oregon State University １ １
The University of Sydney ２ ２
University College Dublin １ １
The University of Western Australia １ １ １ １
University of East Anglia １ １
Sunway University １ １ １ １
University of Leeds １ １

合　計 ２ ２ ７ ７ ６ ６

私立大学
2026年度 2025年度 2024年度

合格 現役 合格 現役 合格 現役

神奈川大学
53 52 64 64 66 65

内推薦19 内推薦18 内推薦12
早稲田大学 36 34 40 38 37 37
慶應義塾大学 18 17 23 22 28 26
上智大学 26 26 45 43 22 22
東京理科大学 39 35 35 31 30 28
国際基督教大学 １ １ ２ ２ １ １
明治大学 69 65 114 103 88 86
青山学院大学 46 44 45 42 51 47
立教大学 43 43 41 40 44 40
中央大学 32 32 29 27 47 44
法政大学 47 45 81 80 53 48
学習院大学 ６ ５ ７ ４ ７ ７
同志社大学 ６ ６ １ １ ２ ２
立命館大学 ３ ３ ２ ３ ３
成蹊大学 ６ ６ 15 14 18 17
成城大学 12 11 14 12 24 24
明治学院大学 26 22 35 34 29 28
國學院大学 ９ ９ ８ ８ ３ ３
武蔵大学 ２ ２ ３ ３
日本大学 20 13 21 20 24 20
東洋大学 15 13 22 22 17 16
駒澤大学 ６ ６ ８ ５ 14 12
専修大学 13 11 10 10 15 15
近畿大学 １ ３ ３ ５ ５
芝浦工業大学 26 26 26 26 23 20
東京都市大学 27 27 15 15 48 44
工学院大学 11 11 10 10 21 20
東京農業大学 10 ９ 25 21 27 27
津田塾大学 ５ ５ ５ ５
日本女子大学 ７ ７ １ １ １ １
東京女子大学 ４ ４ １ １
北里大学 19 19 ９ ７ 19 19
順天堂大学 ５ ４ １ １ ３ ３
昭和医科大学 ２ ２ ４ ３ ２ ２
東北医科薬科大学 １ ２ １
日本医科大学 １ １ １ １
聖マリアンナ医科大学 １ ２ ２
昭和薬科大学 ５ ５ ３ ２ ２ ２
東京薬科大学 ９ ９ ２ ２ ６ ６
星薬科大学 10 10 ５ ５ ６ ６
明治薬科大学 ５ ５
日本薬科大学 １ １
獨協大学 ９ ９ ４ ４
文教大学 １ １ ２ ２
杏林大学 ２ １ ２ ２ ９ ９
多摩美術大学 ４ ４ ３ ３
武蔵野美術大学 ２ ２
千葉工業大学 ３ ３ ２ ２
帝京平成大学 １ １ １ １
大妻女子大学 ３ ３
共立女子大学 ２ ２
昭和女子大学 ６ ６ ７ ７ ４ ４
創価大学 １ １ １ １
帝京大学 ３ １ ３ ３ １ １
東海大学 ２ ４ ４ ５ ４
東京医科大学 １ １ １ ３ ３
東京工科大学 ３ ３ ４ ４ ２ ２
東京造形大学 ４ ４ １ １ ２ ２
東京電機大学 ４ ４ ４ ４ ４ ２
武蔵野大学 ３ ３ ５ ３ ２ ２
明星大学 １ ２ ２ １ １
神奈川工科大学 １ １ ２ ２
神奈川歯科大学 １ １
関東学院大学 ２ ２ ５ ５
産業能率大学 １ １
東洋英和女学院大学 １ １ １ １
横浜薬科大学 ２ ２ １ １
愛知学院大学 ３ ３
その他の私立大学 ０ ０ 31 25 50 47

合　計 750 705 845 788 890 844大学校
2026年度 2025年度 2024年度

合格 現役 合格 現役 合格 現役
防衛大学校 １ １
海上保安大学校 １ １

合　計 １ １ １ １

国・公・私立大学
医学部医学科

2026年度 2025年度 2024年度
合格 現役 合格 現役 合格 現役

東北大学 １ １
鳥取大学 １
高知大学 １ １ １ １
福島県立医大学 １
横浜市立大学 １ １
東北医科薬科大学 １ ２ １
国際医療福祉大学 １ １
獨協医科大学 １ １
北里大学 ２ ２
杏林大学 １
慶應義塾大学 １
昭和医科大学 ２ １
帝京大学 １
東海大学 ２ １
東京医科大学 １
東京慈恵会医科大学 １ １
東京女子医科大学 １ １
東邦大学 ２ １
日本大学 ２
日本医科大学 １ １
聖マリアンナ医科大学 １ ２ ２
藤田医科大学 １
近畿大学 １

合　計 13 １ ７ ４ 14 11

国公立大学
2026年度 2025年度 2024年度

合格 現役 合格 現役 合格 現役
東京大学 ２ １ ４ ３
京都大学 ４ ４ １
一橋大学 ２ ２ ５ ５ ４ ４
東京科学大学 ２ ２ ３ ３ ３ ３
北海道大学 １ １ ２ １
東北大学 ６ ６ ３ ３
大阪大学 １ １ １ １ １
名古屋大学 １ １
九州大学 １ １ ２ ２
岩手大学 １
秋田大学 １ １
福島大学 １ １
筑波大学 ３ ２
宇都宮大学 １ １
群馬大学 １ １
埼玉大学 １ １
千葉大学 １ １ １ １ ３ ３
東京海洋大学 １ １ １ １
電気通信大学 ３ ３ １ １ ２ １
東京外国語大学 ２ ２ １ １ １ １
東京学芸大学 ３ ３
東京農工大学 ４ ４ １ １ １
横浜国立大学 ９ ８ 11 10 ９ ９
山梨大学 １ １ １ １
信州大学 １ １ ３ ３ １ １
静岡大学 １ １
名古屋工業大学 １ １
三重大学 １ １
滋賀大学 １ １
京都工芸繊維大学 １ １ １ １
神戸大学 １ １
奈良女子大学 １ １
鳥取大学 １
広島大学 １ １
山口大学 １ １
香川大学 １ １
高知大学 １ １ １ １
鹿児島大学 １ １ １
横浜市立大学 ４ ４ ３ ３ ３ ３
東京都立大学 ６ ５ ２ ２ ９ ８
国際教養大学 １ １
会津大学 １ １
福島県立医大学 １
神奈川県立保健福祉大学 １ １ １ １
名古屋市立大学 １ １
熊本県立大学 １ １

合　計 46 41 66 61 58 52
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2025年度卒業生（36期生）進路状況

現役進学者数
2026年度 2025年度 2024年度

36期生 35期生 34期生
卒業生数 208 202 206

現役進学者数 169 176 181
現役進学率（％） 81.3％ 87.1％ 87.9％

大学校
2026年度 2025年度 2024年度

36期生 35期生 34期生
海上保安大学校 １

合　計 １
進 学 率 （％） 0.5％

私立大学
2026年度 2025年度 2024年度

36期生 35期生 34期生
神奈川大学 12 11 ８

進 学 率 （％） 5.8％ 5.4％ 3.9％
早稲田大学 16 16 19
慶應義塾大学 ９ ６ 11
上智大学 ６ ８ ４
東京理科大学 ８ ２ ４

小　計 39 32 38
進 学 率 （％） 18.8％ 15.8％ 18.4％

国際基督教大学 １ １
明治大学 11 18 16
青山学院大学 10 10 10
立教大学 ８ ６ ３
中央大学 ８ １ ９
法政大学 ４ ５ 11
学習院大学 ２ １
同志社大学 ３ １ １

小　計 47 43 50
進 学 率 （％） 22.6％ 21.3％ 24.3％

成蹊大学 １ １
成城大学 ２ ２
明治学院大学 １ ２ ４
國學院大学 １ １
武蔵大学 １
日本大学 ３ １ １
東洋大学 １ ２ ２
駒澤大学 ２
専修大学 １
近畿大学 ２
芝浦工業大学 ５ ２
東京都市大学 ６ １
東京農業大学 ３ ３ １
日本女子大学 １ １
北里大学 ５ ６ ２
東邦大学 ２
日本医科大学 １
昭和医科大学 １ １
昭和薬科大学 １
東京薬科大学 １ １
星薬科大学 ４
東北医科薬科大学 １
東京歯科大学 １
桜美林大学 １
工学院大学 ４
昭和女子大学 １
聖路加国際大学 １
創価大学 １
東京医科大学 １
東京工科大学 １
東京造形大学 １
東京電機大学 １
多摩美術大学 ２ ２
立正大学 １
関東学院大学 ２
聖マリアンナ医科大学 １
東洋英和女学院大学 １
横浜薬科大学 １
愛知学院大学 １
名古屋学芸大学 １
岡山理科大学 １
ZEN大学 １

小　計 38 31 38
進 学 率 （％） 18.3％ 15.3％ 18.4％

私立大学等合計 136 117 134
私立大学進学率（％） 65％ 58％ 65％

海外の大学
2026年度 2025年度 2024年度

36期生 35期生 34期生
Queen’s University Belfast １
University of Birmingham １
University of East Anglia １
Sunway University １ １
University of Leeds １

合　計 １ ４ １
進 学 率 （％） 0.5％ 2.0％ 0.5％

国・公・私立大学
医学部医学科

2026年度 2025年度 2024年度
36期生 35期生 34期生

東北大学 １
高知大学 １ １
横浜市立大学 １
東北医科薬科大学 １
昭和医科大学 １
東邦大学 １
聖マリアンナ医科大学 １

合　計 １ ３ ４

国公立大学
2026年度 2025年度 2024年度

36期生 35期生 34期生
東京大学 １ ３
京都大学 ４
一橋大学 ２ ４ ４
東京科学大学 ２ ３ ３
北海道大学 １
東北大学 ６ ３
大阪大学 １ １
九州大学 １ １
秋田大学 １
筑波大学 １
宇都宮大学 １
群馬大学 １
千葉大学 １ １ ２
東京海洋大学 １ １
電気通信大学 ２ １ １
東京外国語大学 １ １ １
東京学芸大学 ２
東京農工大学 ３ １
横浜国立大学 ６ 10 ８
山梨大学 １ １
信州大学 ２ １
静岡大学 １
名古屋工業大学 １
三重大学 １
京都工芸繊維大学 １ １
神戸大学 １
奈良女子大学 １
広島大学 １
山口大学 １
香川大学 １
高知大学 １ １
鹿児島大学 １
横浜市立大学 ２ ３ ２
東京都立大学 ４ ２ ８
会津大学 １
神奈川県立保健福祉大学 １ １
名古屋市立大学 １
熊本県立大学 １

合　計 31 54 46
進 学 率 （％） 14.9％ 26.7％ 22.3％
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神大附属生の一日

〔授業時間〕　　　　　　　　　　　 〔放課後の活動〕　　　　　　　　 〔昼食〕
SHR� 8：20〜  8：30
１限� 8：30〜  9：20
２限� 9：30〜10：20
３限� 10：30〜11：20
４限� 11：30〜12：20
昼休み� 12：20〜13：00
５限� 13：10〜14：00
６限� 14：10〜15：00
７限（月・火曜日のみ）�15：10〜16：00
SHR� 15：00〜15：10
SHR（月・火曜日のみ）�16：00〜16：10

清掃・生徒会委員会・部活動等
下　校　17：30（中学）
　　　　18：00（高校）
自習室
　19：00まで（中学１年・中学２年）
　20：00まで（中学３年・高校１年）
　21：00まで（高校２年・高校３年）

＊�給食はありませんので、生徒は弁当を持参
するか学内で購入します。

＊�くすのきカフェ（食堂）では、定食や麺類
のほか、テイクアウトの弁当を販売してい
ます。中学生も利用できます。

＊�購買では、パンやおにぎりなどの販売をし
ています。部活動後、自習室に行く前に食
べる軽食の販売もしています。

在籍者・学級数（中学生）

合　計 １年 ２年 ３年 クラス替えについて

・�クラス替えは毎年行います。中学２年〜高校１年まで
はクラスごとの学力差がつかないよう、また男女のバ
ランスが保たれるよう、その他の要素も加味しながら
クラス編成をします。

 2026年４月１日現在

在　　籍 709名 254名 226名 229名

クラス数 18クラス ６クラス ６クラス ６クラス

男　　子
362名 122名 113名 127名

51％ 48％ 50％ 55％

女　　子
347名 132名 113名 102名

49％ 52％ 50％ 45％

神大附属の生徒指導

生徒指導の基本的な考え
・挨拶をする、状況に応じた言葉づかいや振る舞いをする、報告・連絡・相談をする、自らの役割を果たす、といった社会において人として求められる姿勢や行
動については、しっかりと指導します。決まりやルールがある理由を理解し、失敗したらなぜ失敗したのか、次にどうするべきなのかを生徒自身が考えられる
ようにすることが大切だと考えています。「自ら考え、判断し、行動できる人へ」、これが本校の生徒指導の根幹にあります。

・生徒一人ひとりを尊重し、発達段階や個々の生徒の状況などを鑑みながら、どうすれば生徒が成長できるか、その機会を得られるのかということを基本とした
生徒指導を行っています。保護者には学校の指導方針を理解していただくよう努めたうえで、学校と保護者が協力して、生徒の成長を支えていきたいと考えて
います。

・本校の「面倒見の良さ」とは、何でも用意して、何でもしてあげることを意味しません。教員は生徒の成長を促し、励まし、見守り、支援していきます。「面
倒見の良さ」とは、一人ひとりへの理解と関係に支えられた成長支援だと考えています。

個別の生徒支援体制

・思春期の生徒が自分自身のことや人間関係、学校生活のことで悩みを抱くのは当然のことです。学級担任に限らず、教員は生徒が相談に行きやすい関係づくり
に努めています。場合によってはスクールカウンセラーにつなぐなどして、生徒にとって必要な支援をしていきます。

・通常の保健室では対応できないメンタル的な問題に対応するために、本校では「教育相談室（やすらぎルーム）」を設け、専門のスクールカウンセラーを週６
回配置しています。「やすらぎルーム」の名の通り、誰もが気軽に立ち寄れ、どんなことでも相談できるアットホームな雰囲気の相談室です。

KANAGAWA UNIVERSITY JUNIOR AND SENIOR HIGH SCHOOL

神大附属の学校生活
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学校行事

学校行事で目指すもの
・�人生の中で最も多感な中高時代、学校行事を仲間とともに創りあげた経験が、味わい深い青春の思い出として、人生における心の支えになります。仲間ととも
に取り組むプロセスの中で、生徒の主体性や協働性が引き出されます。学校行事で得た充実感や達成感が、進路・進学に向けたエネルギーにもなります。

文化祭（くすのき祭）
・10月に行われ、例年、２日間で約9000人の来場者がある本校最大の行事です。

・文化部の発表とともに、中学１年〜高校１年はクラス企画としてクラス単位で参加します。高校２年は学年企画として、ミュージカルやアトラクションなど工
夫を凝らした企画を行います。

・実行委員の生徒を中心に、生徒が企画・準備・運営を行う、まさに生徒による自主的・主体的な行事です。後夜祭での実行委員の熱量や、生徒がお互いを讃え
合う一体感は感動的です。

体育祭
・球技部門（ドッジボール、バスケットボール、バレーボール、サッカー、キックベース、フットサル）と陸上部門（中学クラス対抗リレー、高校学年対抗リレ
ー、中学綱引き、高校騎馬戦、高校飛びつき綱引き）が行われます。

・文化祭と同様、実行委員の生徒を中心に、企画・準備・運営を行います。各クラスの個性的なクラスＴシャツも体育祭の楽しみの一つです。

合唱コンクール
・中学生のみの行事です。そのため、中学３年の合唱コンクールに懸ける思いは並々ならぬものがあります。実行委員の生徒が運営します。

・各クラス、活発に意見をかわしながら当日を迎えます。そのような過程があるからこそ、優勝したクラスのみならず、すべてのクラスが「クラスで一つの合唱
をつくることができた」という充実感と達成感に包まれる行事です。

2026年度　主な学校行事

４月 入学式
新入生オリエンテーション 10月

２学期中間考査
くすのき祭
体育祭

５月
生徒総会
１学期中間考査
Breakthrough English Camp（中２）

11月
横浜・鎌倉探究（中１）
横浜探究（中２）
２学期期末考査

６月

Breakthrough English Camp（中１）
修学旅行（中３）
歌舞伎鑑賞教室（中３）
能楽鑑賞教室（高１）
ミュージカル鑑賞教室（高２）
学部・学科説明会・見学会（高１）
大学見学会（高1・高２）

12月
生徒が主役の三者面談（SSS）
探究活動発表会（中１〜高１）
冬期講習・補習　特別講習（中２〜高１）

７月

１学期期末考査
生徒が主役の三者面談（SSS）
夏期講習・補習　特別講習（高１）
海外研修（マレーシア）

１月
入試直前特別講習（高３）
いのちの授業（中３）
地域清掃（高２）

８月
海外研修（セブ島、イギリス）
Breakthrough English Camp（中３）
夏期講習・補習　特別講習（中３）

２月

修学旅行（高１）
キャリアラボ（中１・中３）
生徒総会　生徒会選挙
合唱コンクール（中学）

９月 ３月

卒業式
学年末考査
春期講習・補習
海外研修（ニュージーランド）

18



部活動

部活動で目指すもの
・大会やコンクール等の結果や成績を追求するだけでなく、生涯にわたってスポーツや文化的な活動に親しむ基礎を培うことや、生徒の心身の調和のとれた発達
を促すことができるような環境を整えて活動しています。

・「自ら考え、判断し、行動できる人」を目指して、確かな学力、創造性、そして豊かな人間性をもつ生徒の育成を目標としている本校において、「学習」「部活
動」「特別活動（学級活動・生徒会活動・学校行事）」はそれぞれ独立しているものでなく、三位一体として考えています。

・活動日は原則として週４日までとしています。部活動によっては、大会やコンクール等に向けて休日に活動することもありますが、校内のガイドラインを設け
て、生徒にとって過度な負担とならないよう配慮しています。

・顧問教員に加えて、部活動指導員やコーチも指導にあたっています。

部活動名
中学 高校

合計 主な活動場所
男子 女子 合計 男子 女子 合計

運
動
部

陸上競技部 13 17 30 27 18 45 75 陸上グラウンド

野球部 41 0 41 32 2 34 75 野球場

卓球部 20 8 28 22 14 36 64 第２体育館

硬式庭球部 55 43 98 41 23 64 162 テニスコート・屋外集会場

バレーボール部 30 48 78 23 25 48 126 第１体育館

バスケットボール部 37 27 64 25 29 54 118 第１体育館・屋外集会場

剣道部 8 4 12 10 10 20 32 剣道場

水球部 6 6 12 11 7 18 30 50ｍプール

サッカー部 57 0 57 30 0 30 87 陸上グラウンド・サッカー・ラグビー場

なぎなた部 2 30 32 1 18 19 51 第３体育館

文
化
部

社会科研究部 4 4 8 3 4 7 15 国社研修室・コンピュータ教室

音楽部 14 76 90 15 60 75 165 リハーサル室１・２・第３体育館

美術部 0 9 9 2 17 19 28 美術教室２・ギャラリー

漫画研究部 0 12 12 2 3 5 17 美術教室１

理科部 13 14 27 13 17 30 57 理科教室

囲碁・将棋部 10 0 10 9 0 9 19 ３号館和室

演劇部 1 18 19 2 11 13 32 AVスタジオ

技術家庭科部 41 8 49 30 9 39 88 技術教室・被服室・Macルーム

入　部　生　徒　数 352 324 676 298 267 565 1241

在　籍　生　徒　数 354 338 692 342 328 670 1362

入　部　率 99％ 96％ 98％ 87％ 81％ 84％ 91％

数字は生徒数　2026年１月現在

中学は17時30分、高校は18時が下校時刻です。
長期休暇中の補習・講習期間の活動は、午前中に補習・講習を行い、部活動は午後に行います。

主な実績（2025年度）

音楽部（中学・高校） ・全国大会グランドコンテスト 金賞（10年連続11回目）

理科部（高校）

・高校生サイエンス研究発表会 優秀賞

・高校生バイオサミット 決勝進出

・高校生・高専生科学技術チャレンジ 入選

・高校生国際シンポジウム 優秀賞

なぎなた部（中学） ・全日本少年少女武道錬成大会 演技競技 第２位

なぎなた部（高校）
・全国高等学校総合体育大会 団体試合 第５位　　演技競技 第３位

・国民スポーツ大会 準優勝

水球部（高校） ・全日本ユース水球競技選手権 第３位（県代表として２名出場）
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制服

ネクタイに織り込まれた「建学の精神」

服装の規定

中学はエンジ、高校はプラウドブルーをベースとしたネクタイです。エンジ、ホワイト、プラウドブルー、そしてエメラルドブ
ルーのラインが織リ込まれ、「建学の精神」と「中高の調和」を表現しています。
　　「建学の精神」…エンジ：積極進取　ホワイト：中正堅実　プラウドブルー：質実剛健
　　「中高の調和」…エメラルドブルー

①ブレザー………�本校指定のものを着用する。冬期は必ず着用する。

②スラックス……�本校指定のものを着用する。

③スカート………�本校指定のものを着用する。丈の長さは膝頭の真ん中とする。� �
折ったり、切ったりせずに規定の丈で着用する。

④ハーフパンツ…�本校指定のものを着用する（紺色ポロシャツ着用時のみ）。期間は６月から10月までとする。

⑤シャツ…………�冬期は白色無地の長袖ワイシャツとし、特に指定しない。� �
冬期以外は本校指定の半袖シャツを着用することもできる。� �
紺色ポロシャツはスラックス・スカート・ハーフパンツの上に出して着用することができる。

⑥ネクタイ………�本校指定のものを着用する。冬期は必ず着用する。

⑦ソックス………�スカート着用時は必ず本校指定のものを着用する。冬期はハイソックスを着用する。冬期以外はショートソックスを
着用することもできる。� �
スラックス・ハーフパンツ着用時は華美でないものとし、特に指定しない。

⑧セーター類……�必要に応じて、本校指定のセーター及びベストを着用することができる。

⑨タイツ…………�冬期に防寒対策として、スカート着用時に無地の黒色で80デニール以上の厚さのものを着用することができる。ソ
ックスは着用しない。

　上品で深みのある色合いの制服です。ネクタイは本校の「建学の精神」を表現したデザインです。

よりシックに、よりアカデミックに
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生徒の安全

生徒の安全のために
・危機管理マニュアルの策定
　　生徒の日々の活動に対する安全を管理し、校内・校外での緊急事態発生時に教職員が組織的な対応ができるように行動手順をまとめた「危機管理マニュア
ル」を作成しています。

・教員・生徒の取り組み（救命救急講習、AEDなど）
　　毎年、教員を対象に救急蘇生法やAED（８台設置）の使用方法を含めた救命講習会を実施しています。また、アレルギーのある生徒のアナフィラキシーシ
ョックに備えて、エピペン©練習用トレーナーを用いた教員向けの講習も実施しています。

・保健室
　　保健室には養護教諭とともに看護師を配置し、専門的な医療知識および処置を支援しています。

・警備体制
　　警備員が24時間常駐しています。女性警備員も配置し、校舎内外の警備に当たっています。来校者は、「来校者」「見学者」「取引業者」等のプレートを付け
ています（在校生の保護者は、緑会（PTA）が会員証を発行し、それを来校時に付けます）。

・プライバシーポリシー
　＊学校法人神奈川大学のプライバシーポリシーに則り、生徒一人ひとりの個人情報を取り扱っています。
　＊生徒住所録は配付しません。
　＊大学合格の校内掲示及び広報誌掲載は、本人および保護者の確認をとった上で掲載します。

・校舎・設備
　　校舎は耐震構造になっており、全教室とも冷暖房完備、窓ガラスには飛散防止フィルムが貼ってあります。

災害時への対応（地震など）
・大地震発生時の対応
　　年２回の防災訓練だけではなく、広大な敷地を利用して横浜市消防局による防災ヘリ離発着訓練も実施しています。

・緊急情報の配信システム
　　緊急事態の発生の際には生徒ならびに保護者へメール配信をします。また、神奈川県で震度５以上を記録する地震が発生した場合、自動で安否確認が起動す
る「レスキューナウ」も採用し、生徒の携帯電話・スマートフォンに配信します。

・備蓄・緊急用機材
　以下のものを備蓄倉庫と緊急用機材倉庫（計４棟設置）に常備しています。
　　食　料：ビスケット・クラッカー、アルファ米、パン（生徒一人１日３食３日分）
　　飲　料：保存水（生徒一人３Ｌ）
　　寝　具：防寒シート（全校生徒分）
　　その他：炊き出し用品、発電機、水中ポンプ、浄水装置、簡易トイレ、ランタン等

・生徒が考案した「防災カード」を生徒全員が携帯しています。

保護者に関すること

学校・保護者間の連絡
・欠席・遅刻については、本校のメールシステムで保護者から学校に連絡していただきます。
・学校からの緊急連絡（悪天候による下校措置など）についても、メッセージの配信で保護者にご連絡します。
・個別のご相談などについては、電話またはＥメールで承ります。また、必要に応じて学校からご自宅または緊急連絡先に電話連絡をすることがあります。

保護者が来校する機会
・「生徒が主役の三者面談（SSS）」を夏と冬に実施します。
・年に２回の学年保護者会を実施しています。
・学年保護者会とは別に希望者対象とする以下の説明会があります。
　　海外研修説明会、留学説明会、海外大学進学説明会、選択科目・コース制説明会、進路説明会、６カ年の探究説明会、部活動保護者会

保護者の転勤等による転出後の転編入学について
・本校に在籍していた生徒には、原則として転編入学できる優遇措置があります。
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６年間総費用

学費について

以下の費用は2026年度入学者の適用となります。
※学年費の納入金額は変更になる場合があります。

中学校�
（単位：円）

中学１年生 中学２年生 中学３年生
入学金 250,000 ── ──
授業料 610,000 610,000 610,000
施設設備資金 180,000 180,000 180,000
学年費 161,000 188,000 188,000
生徒会費 5,000 4,000 4,000
緑会費（PTA） 11,000 11,000 11,000
年間総額 1,217,000 993,000 993,000

※入学後にタブレットPCを購入していただきます。価格は25万円程度（保守費込み）になる予定です。

高等学校�
（単位：円）

高校１年生 高校２年生 高校３年生
入学金 250,000 ── ──
授業料 610,000 610,000 610,000
施設設備資金 180,000 180,000 180,000
学年費 146,000 74,000 68,000
生徒会費 4,000 4,000 4,000
緑会費（PTA） 11,000 11,000 11,000
年間総額 1,201,000 879,000 873,000

※授業料・施設設備資金は一括納付のほか、二期分納・月分納もできます。
※４月に「学年費・生徒会費」が、５月に「緑会（PTA） 費」が、それぞれ授業料・施設設備資金と合わせて引き落としされます。
※在校生の弟妹の緑会（PTA）費は年間5,000円になります。

制服・体育用品等　（○がついているものは必ず購入していただきます。ただし、女子はスカートもしくはスラックスから選べます。）

品名 男子 女子
○ ジャケット 30,800 27,500
○ 冬スラックス 14,300 14,850
○ 冬スカート ── 15,400
○ 夏スラックス 13,750 14,080
○ 夏スカート ── 14,740

長袖シャツ・ブラウス※ 3,100 3,000
○ 半袖シャツ・ブラウス 4,950 4,730

半袖ポロシャツ 6,160 6,160
○ ネクタイ 2,000 2,000
○ ハイソックス ── 960

ショートソックス ── 850
※長袖シャツ・ブラウスは指定品ではありません。既製品で代用可能です。

（単位：円）

商品名 男子／女子
セーター 8,250
ニットベスト 6,820

○ 上履き 2,000
○ 体育館履き 6,050
○ 指定体育館履き袋 650
○ Ｔシャツ 1,980
○ ウォームアップシャツ 7,480
○ ウォームアップパンツ 6,270
○ ハーフパンツ 4,950

KANAGAWA UNIVERSITY JUNIOR AND SENIOR HIGH SCHOOL

資料
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在校生の通学地域

逗子市 8名
中学4名 高校4名

鎌倉市 3名
中学2名 高校1名

藤沢市 21名
中学14名 高校7名

厚木市 8名
中学2名 高校6名

座間市 3名
中学2名 高校1名

綾瀬市 4名
中学2名 高校2名

大和市 12名
中学5名 高校7名

相模原市緑区 16名
中学10名 高校6名

相模原市南区 31名
中学17名 高校14名

相模原市中央区 28名
中学19名  高校9名

八王子市 13名
中学7名  高校6名

多摩市 1名
中学0名  高校1名

杉並区 1名
中学1名 高校0名

大田区 7名
中学3名 高校4名

茅ヶ崎市 4名
中学2名 高校2名

横須賀市 3名
中学2名 高校1名

平塚市 2名
中学1名 高校1名

開成町 1名
中学1名 高校0名

小田原市 2名
中学2名 高校0名

静岡県三島市 1名
中学1名 高校0名

静岡県沼津市 1名
中学0名 高校1名

伊勢原市 6名
中学3名 高校3名

秦野市 4名
中学2名 高校2名

世田谷区 10名
中学7名 高校3名

港区 1名
中学1名 高校0名

墨田区 1名
中学0名 高校1名

調布市 1名
中学0名 高校1名

目黒区 5名
中学2名 高校3名

狛江市 1名
中学1名 高校0名

品川区 1名
中学0名 高校1名

町田市 51名
中学18名 高校33名

江東区 1名
中学0名 高校1名

海老名市 19名
中学9名 高校10名

在籍　1,396名（2026年４月１日現在）

横浜市・川崎市の内訳
地　域 中学 高校 合計 地　域 中学 高校 合計 地　域 中学 高校 合計
横浜市 494 471 965 中　区 15 18 33 川崎市 75 86 161
港北区 91 75 166 西　区 14 19 33 宮前区 21 27 48
都筑区 57 60 117 泉　区 13 ９ 22 中原区 25 19 44
青葉区 62 54 116 瀬谷区 11 ８ 19 麻生区 14 ９ 23

神奈川区 49 48 97 磯子区 ７ ７ 14 幸　区 ５ 15 20
緑　区 46 49 95 金沢区 ８ ５ 13 高津区 ４ ７ 11
旭　区 40 44 84 南　区 ７ ３ 10 川崎区 ５ ６ 11
戸塚区 30 16 46 港南区 ３ ６ ９ 多摩区 １ ３ ４

保土ケ谷区 20 23 43 栄　区 ３ ４ ７
鶴見区 18 23 41
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生徒募集要項

この表は2026年度「生徒募集要項」です。2027年度「生徒募集要項」は９月に公表予定です。出願の際には必ずご確認ください。

第１回入学試験 第２回入学試験 第３回入学試験

入学試験日
2026年２月１日（日）

集合15：00
（開門13：00、開場14：30）

2026年２月２日（月）
集合８：20

（開門７：30、開場８：00）

2026年２月４日（水）
集合８：20

（開門７：30、開場８：00）

募 集 人 員 男女60名 男女120名 男女20名

入 試 科 目
配 点

国語　100点
算数　100点

国語　100点
算数　100点
理科　  75点
社会　  75点

国語　100点
算数　100点
理科　  75点
社会　  75点

出 願 期 間
１月７日（水）10：00

〜

２月１日（日）６：00

１月７日（水）10：00
〜

２月２日（月）６：00

１月７日（水）10：00

〜

２月４日（水）６：00

出 願 資 格 2026年３月に小学校を卒業見込みで、2026年４月１日時点で通学圏内に居住している児童。

入学検定料

25,000円 25,000円 25,000円

第１回から第３回入学試験の３日程同時に出願する場合　50,000円
※３日程同時出願に限り、割引となります。　　　
※一旦納入された入学検定料は返金いたしません。

合 格 発 表

２月１日（日）23：00 ２月２日（月）21：00 ２月４日（水）21：00

 本校ホームページにておこないます。 
（https://www.fhs.kanagawa-u.ac.jp）

※状況により発表時刻は、予定より前後することがあります。
※合格証は合格発表のページから各自印刷してください。
　本校内での合格証の交付、合格者の掲示は行いません。

入 学 金
納 入 期 限

第１回、第２回入学試験 第３回入学試験

２月３日（火）18：00まで ２月５日（木）
18：00まで

合格発表のページから入学金決済サイトにアクセスし、入学金を納入してください。本校窓口での
支払いはできません。期間内に手続きをされない場合は、入学資格を取り消します。また、一旦納
入された入学金は返金いたしません。

入学金：250,000円

入学手続き
書 類 の
発 送 日

２月６日（金）発送

　入学金納入者に、「入学手続き書類」を郵送いたします。内容を確認し、必要事項をご記入の上、
２月11日（水・祝）の入学者登校日に持参してください。

※障がいや病気・負傷等により、受験および学校生活に関して配慮を希望する場合は、出願する前に、必ず本校事務室までご相談ください。

KANAGAWA UNIVERSITY JUNIOR AND SENIOR HIGH SCHOOL

入試に関する資料
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帰国生入試について

帰国生に期待すること
・小学校時代に過ごした国や地域、過ごした期間、現地で通っていた学校など、帰国生一人ひとりは様々な背景を持っています。その多様な経験や、培われたマ
インドを、２月の入試で入ってきた生徒（以下、一般生）に伝え、刺激を与えてほしいと願っています。

・帰国生のみなさんは英語が得意な人が多いと思います。入学後は一般生と同じ英語の授業を受けるので、ぜひお手本になってほしいと思います。
・帰国生のみなさんもその他の生徒たちと交流する中で、それまでにはなかった「ものの考え方・見方」に気がつくことがあると思います。帰国生と一般生がお
互いの背景や経験を交流させることで、他者を受け容れ、尊重し、新たなものを自分の中に取り入れていく姿勢を磨いてほしいと願っています。

帰国生の学校生活
・クラス編成・授業体制は一般生と区別はしません。まずは、６年間を過ごす本校の雰囲気や生活に慣れ、部活動等を通して仲間づくりをしてほしいと願ってい
ます。

・英語についても通常の授業では一般生と区別はしていませんが、中学１年・中学２年では週１回放課後にネイティブ教員による希望者対象のディスカッション
クラスがあります。中学３年・高校１年では、習熟度別授業の上位クラスに所属することが想定されます。

・帰国生向けの補習（理科や社会など）は行っていませんが、学級担任と授業担当者が連携して、必要に応じて個別にサポートします。

この表は2026年度「生徒募集要項」です。2027年度「生徒募集要項」は９月に公表予定です。出願の際には必ずご確認ください。

帰国生入試

入学試験日 2025年12月22日（月）　集合８：20　（開門７：30、開場８：00）

募 集 人 員 男女若干名

入 試 科 目
配 点

算数　100点
英語　100点

出 願 期 間 12月１日（月）10：00　〜　12月17日（水）23：59

帰国生入試
出 願 資 格

・�2026年３月に小学校を卒業見込みの者、もしくは卒業した者で、2026年４月１日時点で通学圏
内に居住している児童。

・海外で日本の小学校に相当する学校教育を受け、滞在期間が帰国時まで継続して１年以上の者。

提 出 書 類
提 出 期 限

　提出書類：①帰国生報告書
　　　　　　　（本校所定用紙。本校ホームページよりダウンロードし、記入してください。）
　　　　　　②日本の小学校に相当する海外の学校に１年以上在籍していたことを証明する書類
　提出期限：12月17日（水）

入学検定料 25,000円　※一旦納入された入学金は返金いたしません。

合 格 発 表

12月22日（月）21：00

 本校ホームページにておこないます。 
（https://www.fhs.kanagawa-u.ac.jp）

※状況により発表時刻は、予定より前後することがあります。
※合格証は合格発表のページから印刷してください。
　本校内での合格証の交付、合格者の掲示は行いません。

入 学 金
納 入 期 限

１月６日（火）18：00まで

合格発表のページから入学金決済サイトにアクセスし、入学金を納入してください。本校窓口での
支払いはできません。期間内に手続きをされない場合は、入学資格を取り消します。また、一旦納
入された入学金は返金いたしません。

入学金：250,000円

入学手続き
書 類 の
発 送 日

１月15日（木）発送

入学金納入者に、「入学手続き書類」を郵送いたします。内容を確認し、必要事項をご記入の上、
2026年２月11日（水・祝）の入学者登校日に持参してください。
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2026年度中学入試結果

帰国生入試 第１回入試 第２回入試 第３回入試 全体

2025年12月22日 2026年２月１日 2026年２月２日 2026年２月４日

合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子

募集人数 若干名 60 120 20 200

応募者数 51 37 14 724 353 371 699 396 303 499 245 254 1973 1031 942

受験者数 49 36 13 681 324 357 515 304 211 259 121 138 1504 785 719

合格者数 28 20 8 323 166 157 222 146 76 42 17 25 615 349 266

実質倍率 1.8 2.1 2.3 6.2 2.4
※実質倍率＝受験者数÷合格者数� ※合格者数には繰上げ合格者を含まない。

帰国生入試 第１回入試 第２回入試 第３回入試

合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子

総
合

受験者
最高点 181 181 163 177 177 176 300 300 275 272 271 272

平均点 115.1 113.1 120.5 135.8 137.2 134.6 213.5 217.0 208.4 206.7 202.9 209.9

合格者

最高点 181 181 163 177 177 176 300 300 275 272 271 272

最低点 120 120 121 140 140 140 220 220 220 231 231 233

平均点 138.7 140.2 135.0 153.9 154.0 153.9 241.0 242.9 237.4 244.2 243.7 244.6

国
語

受験者
最高点 94 92 94 93 93 93 96 89 96

平均点 71.6 70.0 72.9 63.3 61.2 66.4 63.2 60.2 65.7

合格者

最高点 94 92 94 93 93 93 96 89 96

最低点 57 57 61 30 30 47 52 52 54

平均点 76.8 75.5 78.1 70.0 67.8 74.4 73.0 72.5 73.3

算
数

受験者
最高点 90 90 87 100 100 95 100 100 97 90 84 90

平均点 52.3 51.1 55.7 64.3 67.1 61.7 60.0 62.2 57.0 50.7 49.6 51.6

合格者

最高点 90 90 87 100 100 95 100 100 97 90 84 90

最低点 36 47 36 55 57 55 44 46 44 48 48 50

平均点 65.3 65.6 64.8 77.2 78.5 75.8 70.2 71.9 67.0 64.6 64.1 64.9

理
科

受験者
最高点 70 70 63 68 64 68

平均点 46.4 48.3 43.7 49.8 49.9 49.8

合格者

最高点 70 70 63 68 64 68

最低点 33 35 33 41 48 41

平均点 51.5 52.9 48.9 56.3 56.9 55.9

社
会

受験者
最高点 68 68 62 66 66 63

平均点 43.7 45.4 41.3 43.0 43.2 42.8

合格者

最高点 68 68 62 66 66 63

最低点 30 32 30 36 36 37

平均点 49.2 50.3 47.2 50.3 50.2 50.4

英
語

受験者
最高点 91 91 86

平均点 62.8 62.0 64.8

合格者

最高点 91 91 86

最低点 41 51 41

平均点 73.4 74.7 70.3
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５年間の入試結果推移

※合格者には繰上げ合格者を含みません。

帰国生入試（若干名）

年度 応募者数 応募倍率 受験者数 合格者数 実質倍率 入試ボーダーライン 受験者平均点

2026
　　51
男　37
女　14

　　49
男　36
女　13

　　28
男　20
女　  8

1.8 120【60％】
　　115.1
男　113.1
女　120.5

2025
　　59
男　45
女　14

　　56
男　44
女　12

　　35
男　29
女　  6

1.6 109【55％】
　　117.8
男　117.7
女　118.1

2024
　　50
男　35
女　15

　　48
男　34
女　14

　　29
男　23
女　  6

1.7 110【55％】
　　114.9
男　119.2
女　104.4

2023
　　41
男　24
女　17

　　41
男　24
女　17

　　25
男　13
女　12

1.6 105【53％】
　　113.1
男　108.9
女　119.1

2022
　　33
男　21
女　12

　　32
男　20
女　12

　　16
男　  9
女　  7

2.0 141【71％】
　　135.2
男　133.7
女　137.6

第１回入試（定員60名）�

年度 応募者数 応募倍率 受験者数 合格者数 実質倍率 入試ボーダーライン 受験者平均点

2026
　　724
男　353
女　371

12.1
　　681
男　324
女　357

　　323
男　166
女　157

2.1 140【70％】
　　135.8
男　137.2
女　134.6

2025
　　788
男　414
女　374

13.1
　　739
男　381
女　358

　　313
男　170
女　143

2.4 141【71％】
　　133.4
男　133.1
女　133.7

2024
　　717
男　394
女　323

12.0
　　672
男　370
女　302

　　290
男　154
女　136

2.3 131【66％】
　　125.4
男　123.7
女　127.5

2023
　　653
男　324
女　329

10.9
　　609
男　302
女　307

　　283
男　136
女　147

2.2 133【67％】
　　129.6
男　129.0
女　130.3

2022
　　770
男　389
女　381

12.8
　　720
男　357
女　363

　　251
男　  98
女　153

2.9 131【66％】
　　120.3
男　117.0
女　123.6
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第２回入試（定員120名）

年度 応募者数 応募倍率 受験者数 合格者数 実質倍率 入試ボーダーライン 受験者平均点

2026
　　699
男　396
女　303

5.8
　　515
男　304
女　211

　　222
男　146
女　  76

2.3 220【63％】
　　213.5
男　217.0
女　208.4

2025
　　862
男　467
女　395

7.2
　　686
男　381
女　305

　　225
男　135
女　  90

3.0 226【65％】
　　213.1
男　214.0
女　211.9

2024
　　823
男　475
女　348

6.9
　　665
男　389
女　276

　　203
男　125
女　  78

3.3 249【71％】
　　231.8
男　232.1
女　231.4

2023
　　749
男　371
女　378

6.2
　　580
男　288
女　292

　　227
男　115
女　112

2.6 217【62％】
　　209.0
男　209.0
女　209.0

2022
　　817
男　430
女　387

6.8
　　680
男　370
女　310

　　220
男　120
女　100

3.1 207【59％】
　　191.3
男　191.5
女　191.1

第３回入試（定員20名）

年度 応募者数 応募倍率 受験者数 合格者数 実質倍率 入試ボーダーライン 受験者平均点

2026
　　499
男　245
女　254

25.0
　　259
男　121
女　138

　　42
男　17
女　25

  6.2 231【66％】
　　206.7
男　202.9
女　209.9

2025
　　572
男　272
女　300

28.6
　　307
男　148
女　159

　　39
男　15
女　24

  7.9 223【64％】
　　188.3
男　188.8
女　187.8

2024
　　553
男　274
女　279

27.7
　　353
男　172
女　181

　　37
男　17
女　20

  9.5 245【70％】
　　210.0
男　210.9
女　209.1

2023
　　565
男　271
女　294

28.3
　　345
男　167
女　178

　　30
男　11
女　19

11.5 242【69％】
　　207.3
男　203.0
女　211.4

2022
　　580
男　295
女　285

29.0
　　338
男　179
女　159

　　36
男　11
女　25

  9.4 220【63％】
　　183.0
男　177.0
女　189.7
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教科別入試の傾向

国 語

出題の方針とねらい
　文章のジャンルに左右されない基礎的な読解力を、設問ごとの難易度の差によって段階的に測っています。
　2022年度入試まで実施していた200字で意見文を書く大問の代わりに、2023年度入試から、思考力を測る設問（「本文について生徒が話し合った」「本文の内
容を図にまとめた」など）を大問２・３に１問ずつ設けています。

出題内容（2026年度）

第１回 第２回 第３回

漢字書き取り ８問 ８問 ８問

説明的な
文章の読解

石田光規
『「友だち」から自由になる』
全体7,000字（本文4,200字）

論述なし

佐々木敦
『「書くこと」の哲学』

全体6,600字（本文3,900字）
論述１題

神野直彦
『財政と民主主義』

全体6,200字（本文4,000字）
論述１題

文学的な
文章の読解

中山聖子
『この手はいつか』

全体8,000字（本文4,800字）
論述なし

村山由佳
『雪のなまえ』

全体7,700字（本文4,800字）
論述１題

安部若菜
『私の居場所はここじゃない』
全体7,000字（本文4,700字）

論述１題

2026年度入試を振り返って
第１回入試：�全日程の中で合格者平均が最も高い回となりました。論述式の問題がない分、説明的文章の問二（人とのつながり方の変化）や、文学的文章の問八

（適応機制）など、本文に書かれている情報を把握してまとめることができたかどうかが合否の分かれ目となりました。
第２回入試：�昨年度は選択問題の多くが易しめで合格者平均点が80点に上りましたが、今年度は他教科と同様の70点台に戻りました。正答率60％以上の問題を

もれなく正答できたかどうかが最も重要だった、標準的な難易度です。
第３回入試：�第２回入試と同じ傾向に加えて、オーソドックスな読解確認の選択問題の正答率にも得点差が見られます。特に読解問題は差がつきやすい問題で

す。苦手なままにしないようにしましょう。

入試に向けた学習のポイント
漢字の書き取り　　：�言葉自体を知らないと、同音同訓異字を書いてしまいます。書き取りの回数を重ねること以上に、覚えた言葉を日常で使ってみて意味を体

にしみこませることが重要です。
説明的な文章の読解：�設問には「本文のここからここまでの内容を理解しているかどうかを確認する」という分担があります。本文を話題で区切っていくことか

らはじめましょう。直前の表現ばかりに目を向けてはいけません。
文学的な文章の読解：人の気持ちには、その原因となった出来事や他者の発言が影響しています。そういう観点で主人公たちの様子を追うようにしてください。
〈注意〉2024年度入試より、第１回入試のみ「論述問題は出題しない」に変更しました。その分、やや難度の高い選択問題も正解する力が重要になります。
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算 数

出題の方針とねらい
　算数は道筋を立て根気よく問題を解いていく教科です。本校では、基本的な計算力があり、課題にしっかり取り組み、最後までねばり強く問題を解く姿勢をも
った生徒に入学してほしいと考えています。そのため、各日程とも問題の難易度は基本〜標準レベルですが、根気強く答えを導き出す力が必要な問題も出題され
ます。

出題内容（2026年度）

大問 帰国生入試 第１回入試 第２回入試 第３回入試

１ 計算問題（４問） 計算問題（４問） 計算問題（４問） 計算問題（４問）

２ 小問集合（６問） 小問集合（６問） 小問集合（６問） 小問集合（６問）

３ 場合の数 体積と水面の高さの基本 速さ・最小公倍数の応用 平面図形

４ 速さ 面積と面積比の応用 規則性の応用 表の活用（平均）

５ 割合と比（グラフ） 整数問題の応用 平面図形の応用 速さ

６ 通過算の応用／グラフの見方 グラフの見方／ 
体積と水面の高さの応用 場合の数（経路）

2026年度入試を振り返って
帰国生入試：�大問１は例年通り全体的な正答率は高かったものの、大問２の小問集合から少しずつ合格者と受験生全体との正答率に差が見られました。特に正答

率に大きな差が見られた問題は大問４でしたが、本校においてよく出題される題材の１つであり、過去問演習の重要性を強く感じました。
第１回入試：�大問１〜大問３では、基本的な計算問題や典型的な文章題（和差算・割合など）は正答率が高く、標準的な学習ができていれば得点しやすい内容で

した。一方、大問４以降のグラフを読み解く設問や条件が複数ある応用問題では正答率が下がり、思考の丁寧さに差が見られました。基礎力を土台
に、途中式や条件整理を意識した学習が合否を左右しました。

第２回入試：�大問１では基礎的な計算力を確実に問う問題が出題されました。（２）のような計算の工夫が必要な問題も十分に練習してほしいです。大問２の小
問集合では各問題の②が合否を分けるポイントでした。標準的な問題を、段階を追って解決することを意識して学習していくとよいでしょう。大問
5、6では、グラフを読み取ったり、条件を整理して考えたりすることを習慣にして問題の構造をとらえることを大切にしてほしいです。

第３回入試：�大問１〜大問３は基礎的な計算問題および標準的な文章題でしたが、一部の設問では正答率が想定より低かったです。特に大問１における小数と分
数が混在する計算問題では、計算手順の理解不足や処理の不正確さが見られました。大問２の小問集合においては、「速さ」に関する問題および

「水槽の水量変化」を扱う問題での正答率が低かったです。また、大問４以降の思考力を問う応用問題や、グラフ・図表を読み解く設問では総じて
正答率が低かったです。これらの問題では、与えられた条件を整理し、必要な情報を抽出したうえで論理的に解答を構成する力が求められますが、
多くの受験生が基礎的な（１）の段階でつまずいていました。

入試に向けた学習のポイント
計算問題（大問１）：�毎日計算練習をすることも大事ですが、「効率よく」「正確に」計算できるようにすることも大切です。時には「暗算」の訓練をしてみるの

も、計算力アップに繋がります。
小問集合（大問２）：�過去問はもちろんのこと、市販の問題集でもよく出題されているような問題形式が多いですから、まずはそのような問題集を解いて「考え

方、計算の基礎・基本」を身につけてください。
思考力を問う問題（大問３〜６）：�解答の暗記ではなく、なぜそうなるのか理由を考え、根気強く答えを導く訓練が必要です。正しい筋道を立てるには、まずは

思考を整理すること。そして、そこで出てくる新しい問いにさらに向き合いながら、考え方をブラッシュアップしていくこ
と。長い道のりかもしれませんが、日常の生活の中でそれを意識して過ごすことで、論理的な思考力が身についてきます。
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理 科

出題の方針とねらい
　物理、化学、生物、地学の各分野から出題します。どの分野も実験や観察、生活の中で見られる現象をもとにした問題です。
　知識を問う問題の他、文章や図から読み取る力はあるか、情報を整理して解答を導き出す力はあるかを確認する問題も出題します。

出題内容（2026年度）

大問 第２回入試 第３回入試

１ 力と運動（物理分野） 人体の構造・生物の分類（生物分野）

２ 日本の島とその成り立ち（地学分野） 太陽の動き・星（地学分野）

３ 気体の性質と燃焼（化学分野） ものの溶け方・水溶液の性質（化学分野）

４ 植物のはたらき・環境と資源循環（生物分野） 電気の性質（物理分野）

2026年度入試を振り返って
第２回入試：物理：歯車の複雑な動きと計算を交えた問題で、全受験生と合格者で差が出ました。
　　　　　　地学：測量や地形の特徴を文章や資料と結び付けて考える問題で、全受験生と合格者で差が出ました。
　　　　　　化学：混合気体の燃焼に関する表を見て計算する問題で、全受験生と合格者で差が出ました。
　　　　　　生物：実験の条件を整理して考える問題で、全受験生と合格者で差が出ました。
第３回入試：生物：動物の特徴から共通点を分類する問題で、全受験生と合格者で差が出ました。
　　　　　　地学：地表から見たときの太陽の動きを考える問題で、全受験生と合格者で差が出ました。
　　　　　　化学：問題文を理解して計算をする問題で、全受験生と合格者で差が出ました。
　　　　　　物理：並列回路の電流を考える問題で、全受験生と合格者で差が出ました。

入試に向けた学習のポイント
物理分野：�身の回りにある道具や装置が、どのような仕組みになっているのかを考えられるように意識してみてください。教科書に掲載されている「発展」的な

内容にも目を通し、理科で学んだ法則や原理との関係を考える習慣を身につけましょう。計算問題にも対応できるように、過去問を利用して練習をし
ておきましょう。

化学分野：�知識問題はもちろんのこと計算問題も出題されます。比や割合に苦手意識がある人は、算数で比と割合の分野を復習することをおすすめします。ま
た、表やグラフを読み解く問題や、初めて読む文章を理解して答える問題も出題されます。表・グラフ、リード文が意図していることを把握する練習
を行いましょう。

生物分野：�実験問題や、長文を読んで答える問題が出題されます。どちらもしっかりと文章を読むことが大切です。
　　　　　単に基礎知識を覚えるだけでなく、それらがどのようにつながっているのかを意識して、考える力を身につけましょう。
地学分野：�図の読み取りや計算問題が出題されます。また、他分野の知識理解を踏まえた上での問題も出題されることがあります。グラフや図の読み取り、問題

を解く際に他分野の知識を利用できる柔軟性を身につける練習をしてください。
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社 会

出題の方針とねらい
・重要な用語や人物など、基礎的知識がしっかりと定着しているかを問う問題を出題します。
・知識と知識を結び付けることを通じて、社会的事象の内容や背景が理解できているかを問う問題を出題します。
・設問文・リード文や、統計・図表・史料などの資料の読み取りを通じて、社会的事象に対する認識力を問う問題を出題します。

出題内容（2026年度）

大問 第2回入試 第3回入試

１ 地理的知識技能・思考力を幅広く問う問題 地理的知識・技能・思考力を幅広く問う問題

２ 基本的な知識・歴史の流れ資料の読み取りに関する問題 基本的な知識・歴史の流れ資料の読み取りに関する問題

３ 日本の政治・社会のしくみについて問う問題 日本の政治・社会のしくみについて問う問題

※大問１；地理的分野　大問２；歴史的分野　大問３；公民的分野

2026年度入試を振り返って
第２回入試：�地理的分野・歴史的分野・公民的分野ともに、多くの受験生が基礎的知識の定着ができているようです。しかし、問題文や資料から正しく情報を読

み取り、学習した知識と論理的に組み合わせて解答する設問では、正答率に差がみられる傾向にありました。また、地理的分野では、表や地図から
知識と知識を結び付けることが必要な設問、歴史的分野・公民的分野では、知識の正誤を判断する設問で正答率に差がみられました。基礎的な知識
の定着やそれらの知識を活用する技能を高めることが合格の鍵となりそうです。

第３回入試：�第２回入試と同様に、３分野ともに多くの受験生が基礎的知識の定着ができているようです。問題文や資料から正しく情報を読み取り、学習した知
識と論理的に組み合わせて解答する設問では正答率に差がみられたことも、第２回入試と同様の傾向がみられました。地理的分野では、表やグラフ
を活用した設問、歴史的分野では、解答までに思考のプロセスを経る設問で正答率に差がみられました。このような設問にねばり強く取り組み、公
民的分野の基礎的知識を定着させることが合格の鍵となりそうです。

入試に向けた学習のポイント
地理的分野：�産業・人口・自然環境・貿易などから、日本の特徴や日本の各地域の特徴について出題します。日本と関係の深い国や、特徴的な国についても把握

しておきましょう。統計資料や地図を読み取る問題もあるので、設問文やリード文を含め、それらの資料から何がわかるのか、時間をかけて丁寧に
読み取る学習が不可欠です。

歴史的分野：�特定の時代に偏ることなく、古代から現代までの重要な出来事や人物、しくみなどについて出題します。資料の読み取りや、基礎的知識と資料の読
み取りを組み合わせる問題もあります。歴史的事象の内容や背景を問う正誤問題や年代並び替え問題も出題するので、用語や人物について、その内
容や背景を説明できるように学習を進めましょう。

公民的分野：�基本的人権、国会・内閣・裁判所、地方自治、選挙制度などを通じて、日本の政治や社会のしくみについて出題します。時事を題材に出題すること
もあります。学習が遅れがちな分野ですので、まずは漢字で書けるように繰り返し書いて基礎的知識を定着させ、過去問にしっかり取り組んで出題
傾向をつかんでください。

32



英 語

出題の方針とねらい
　英語には、実践的なコミュニケーション能力と、基礎を成す単語力や文法力の両方が不可欠です。試験問題は、基礎的な知識から読解力、作文力に至るまで、
幅広い能力を測れるよう構成されています。全体の難易度としては、英検準２級程度を目安に作問をしています。

出題内容（2026年度）

大問 帰国生入試

１ 語彙文法四択空所補充（５問）

２ 語彙文法：並び替え（３問）

３ 短文会話四択空所補充（３問）

４ 長文会話空所補充（５問）

５ 長文読解客観問題（４問）＋記述問題（１問）

６ 長文読解：客観問題（４問）

７ 和文英訳（２問）

８ 自由作文（１問）

2026年度入試を振り返って
帰国生入試：�文法問題については、基礎的な文法事項を問う問題ではあまり差は開かず、語彙の知識を問う問題で正答率に差が開きました。会話表現に関する問

題については、海外での経験値が数字に現れたのか、やや差が開きました。読解問題では、文中に登場する代名詞が誰を指しているのかを把握でき
ている受験生と、そうでない受験生との間に差が開きました。英作文問題では、内容も大切ですが、それ以上に文法や語彙、語法のミスの少ない受
験生が高い得点を取れている印象です。
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Q&A

種 別 質 問 内 容 回 答

入
試
問
題

入試科目について教えてください。 帰国生入試は、英語・算数の２教科で、各50分、各教科100点満点、合計200
点満点です。第１回入試は、国語・算数の２教科で、各50分・各教科100点
満点、合計200点満点です。第２回、第３回入試は、国語・算数・理科・社会
の４教科で、国語と算数は各50分・各教科100点満点、理科と社会は各40分・
各教科75点満点、合計350点満点です。

難易度について教えてください。 難易度は、基本から標準です。小学校で学習すべき内容を中心に問題を作成し
ています。難問・奇問はありません。

入試回ごとの難易度に差はありますか？ ありません。

算数の途中式は採点されますか？
また、理科の用語や社会の地名・人名は、
漢字指定ですか？

・�算数は結果のみの解答です。また、作図解答を求められる場合もあります。
・�理科や社会では漢字指定の問題もあります。漢字指定でない問題で、漢字を
間違えた場合は不正解となります。

出
願

小学校に発行を依頼する書類はあります
か？

ありません。通知票のコピー等も必要ありません。

出願時に志望動機を記入する必要はありま
すか？

ありません。

複数回受験による加点待遇などの優遇措置
はありますか？

ありません。

複数回受験による検定料の優遇措置はあり
ますか？

あります。検定料は各回25,000円ですが、第１回から第３回の３日程を同時
に出願する場合の検定料は、合計50,000円となります。

入
試
当
日

自家用車での送迎や、駐車はできますか？ できません。近隣の迷惑となるため、お車での送迎はご遠慮ください。怪我な
どの事情がある場合は事前にご相談ください。

遅刻しそうな場合はどうすればよいです
か？

まずはお電話にてご連絡ください。なお、試験開始20分をこえると受験でき
ません。

受験時にはメガネをかけて受験する予定で
すが、受験票の写真はメガネをかけていな
い写真です。大丈夫でしょうか？

大丈夫です。入試当日は、試験前に受験票の写真との「本人照合」がありま
す。監督者が座席の近くまで行って確認をするので、その時にメガネを外して
ください。

試験中にハンカチやティッシュ、ひざ掛け
の使用はできますか？

できます。ただし、文字が入っているものは使用不可です。ひざ掛けについて
はコートや上着の代用でも可能です。なお、ハンカチやティッシュは、試験前
に監督に伝えてから使用してください。

携帯電話やスマートフォンの持ち込みはで
きますか？ 

できます。ただし、携帯電話、スマートフォン、スマートウォッチなど、通信
が可能な機器類は校舎に入る前に電源を切ってください。

飲食物の持ち込みはできますか？ できます。ペットボトル・水筒は持ち込むことができます。食べ物については小
さいチョコレートなど、一口で食べられるようなものであれば許容しています。

午後に他校の受験があります。終了後、優
先的に退出はできますか？

できません。混雑回避のため受験番号順に退出します。また、安全管理の観点
から、受験番号ごとに指定されたエリアで付き添い者と合流していただきま
す。試験終了から全受験生の退出完了までは15分〜20分程度です。

そ
の
他

繰り上げ合格はありますか？ 第１回、第２回、第３回の各回で繰り上げ合格を出す場合があります。２月
11日までにお電話でご連絡します。

特待生制度はありますか？ あります。成績優秀であり、他の生徒の模範となる者（各学年５名以内）を特
待生として、１年間の授業料に相当する奨学金（米田吉盛教育奨学金）を給付
します。新入生については、入学試験により入試回ごとに高得点順に特待生を
決定します。第１回２名、第２回２名、第３回１名の合計５名です。対象者は
合格発表の際、表示されます。

合格した後、特待生合格を目指して以降の
入試回を受験することはできますか？

できます。

入試得点の開示はしていますか？ していません。

学費の分納はできますか？ 本校には、月分納、二期分納、一括納入という３つの支払い方法があります。
すべて「ゆうちょ銀行」での自動支払いになります。詳細は合格手続の時に配
付される「入学手続要項」に示しています。




